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農地の回復を目指して―バラコット灌漑事業は着 と々進行中です ジア ウル ラフマン
◉現地訪問記①　12年ぶりのアフガニスタン訪問 村上　優
　　　　　　②　聞くと見るとは大違い 大和則夫
　　　　　　③　事業の継続を確認 石橋周一
　　　　　　④　待ちに待ったアフガニスタンへ 籾井孝文
　　　　　　⑤　「あなたたちにガンベリを見せたかった！」 山下隼人
　　　　　　⑥　風景は一変していました 藤野洋子
「菜の花基金」最終報告 村上　優
訪問を大歓迎しました アブドゥル サーブル サダット
医療体制の強化・拡大を ハフィズラー カニ
◎中村哲医師アーカイブ アジアの同胞としての目の高さを失わず、現地と苦楽を分かち合う 中村　哲
中村哲先輩から広がった世界 邊見紗来
繰り返し発見する中村医師の魅力 古賀翔一朗
【カラー報告】バラコット用水路、崖掘削作業を完了
　　　　　　中村医師の活動の原点 ペシャワールへ／アフガニスタンにて
【カラー連載】中村先生 雨ニモ負ケズ―形を変え、流れ続ける。アフガニスタンでの源流をたどって
　　　　　　　　　　　　　　　　　

［写真］ ある日のバラコット工事現場
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ペシャワール会事務局
〒810-0003  福岡市中央区春吉
1-16-8  VEGA天神南601号
TEL 092（731）2372
FAX 092（731）2373

ペシャワール会は、1983年9月、中村哲医師のパキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され、
現在は中村医師が設立したPMS（平和医療団・日本）のアフガニスタンでの医療活動や灌漑水利事業等
の総合的農村復興事業を支援しています。	 ホームページはこちらから▶
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約
一
万
四
千
人
の
支
援
へ

　

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
に
対
し
、
私
た
ち
一

同
は
い
つ
も
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
、
バ
ラ
コ
ッ
ト
で
始
ま
っ
た
新
し
い
事
業
に

つ
い
て
少
し
具
体
的
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　

バ
ラ
コ
ッ
ト
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
南
部
コ
ッ
ト

郡
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
約
十
六
万
三
千
人
で
、面
積
四
五
〇
㎢
の

う
ち
総
農
地
面
積
は
二
四
〇
〇
ha
（
二
四
㎢
）
で
す
。

　

コ
ッ
ト
郡
は
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
現
政
権
に
な

る
ま
で
の
間
、
治
安
が
悪
化
し
、
激
し
い
戦
闘
で

家
屋
や
農
地
の
大
半
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
住
民

は
安
全
な
場
所
を
求
め
て
、
大
半
が
パ
キ
ス
タ
ン

の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
二
一
年
八
月
の
政
変
後
は
平
和
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
住
民
は
故
郷
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
が
、

あ
ら
ゆ
る
経
済
的
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ご

存
知
の
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
ほ
と
ん
ど
は
農

業
収
入
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ

ッ
ト
郡
の
農
地
は
荒
れ
果
て
、
農
業
が
で
き
る
状

態
で
は
な
い
の
で
す
。

　

我
々
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
取
水
施
設
を
建
設
し
て
欲
し
い

と
い
う
バ
ラ
コ
ッ
ト
住
民
の
願
い
を
、
地
元
の
シ

ュ
ー
ラ
（
評
議
会
）
が
灌か
ん

漑が
い

局
に
請
願
し
ま
し
た
。

灌
漑
局
か
ら
こ
の
件
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
伝
え
ら
れ
た
後
、

我
々
は
日
本
の
本
部
に
相
談
し
ま
し
た
。
日
本
の

技
術
支
援
チ
ー
ム
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
議
論
を
重
ね
に
重

ね
た
結
果
、
バ
ラ
コ
ッ
ト
灌
漑
事
業
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
灌
漑
局
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
契
約

が
結
ば
れ
、
昨
年
十
月
に
着
工
。
工
期
は
一
年
で

二
〇
二
三
年
九
月
三
〇
日
に
完
工
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
用
水
路
が
開
通
す
れ
ば
、
新
た
に
約

五
〇
〇
ha
の
農
地
が
灌
漑
さ
れ
一
一
四
〇
世
帯
が

直
接
に
、
二
八
五
世
帯
が
間
接
的
に
恩
恵
を
受
け
、

推
定
一
万
四
二
五
〇
人
の
住
民
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
切き
り
土ど

工
事
は
ほ
ぼ
完
了

　

現
在
、
現
場
に
地
元
の
作
業
員
を
三
二
名
、
資

機
材
置
き
場
に
昼
夜
駐
在
す
る
テ
ン
ト
ガ
ー
ド
十

二
名
を
配
置
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
所
有
の
掘
削
機
二
台
、

ロ
ー
ダ
ー
二
台
、
ダ
ン
プ
カ
ー
四
台
、
水
タ
ン
カ

ー
一
台
に
加
え
て
レ
ン
タ
ル
の
掘
削
機
六
台
を
稼

「人はその日の営みを続けなければなりません。生きるため、ひたすら
水を引き、木を植えて緑を増やし、営 と々田畑と林を作る。これが過た
ぬ人の営みであり、全ての人が協力すべきことであり、郷土の安全の
基礎だと思います。」

―中村 哲（ペシャワール会報109号、2011年）

過
あやま

たぬ人の営み

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
副
院
長
／
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
所
長
　
ジ
ア 

ウ
ル 

ラ
フ
マン

農
地
の
回
復
を
目
指
し
て
　

　
　
　
―
―
バ
ラ
コッ
ト
灌
漑
事
業
は
着
々
と
進
行
中
で
す
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働
さ
せ
て
い
ま
す
。
現
在
、
用
水
路
が
通
過
す
る

山
の
側
面
の
切
土
工
事
は
、
全
長
四
三
〇
〇
ｍ
の

う
ち
四
二
〇
〇
ｍ
地
点
ま
で
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ッ
ト
郡
は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
か
ら
遠
い

た
め
、
工
事
現
場
近
く
に
職
員
の
宿
舎
を
借
り
て

い
ま
す
。
そ
こ
を
現
場
事
務
所
と
し
て
も
使
用
し
、

職
員
の
出
欠
確
認
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
事
務
所
に
報
告
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
か
ら
職
員
一

名
が
毎
日
現
場
へ
出
向
き
、
次
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
①
現
場
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

じ
て
建
設
資
材
を
届
け
、
資
機
材
全
て
の
在
庫
を

確
認
。
②
重
機
や
車
両
へ
の
燃
料
の
補
給
。
③
作

業
員
の
人
数
と
仕
事
内
容
の
確
認
。

滞在先のホテルで会議をするペシャワール会とPMSのスタッフら。
（2022年12月28日）

　

コ
ッ
ト
で
は
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
支
援
が
実
施
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
、
地
元
の
人
々
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
訪
問
団
を
歓
迎

　

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
〇
日
か
ら
二
九
日
の
期

間
、
日
本
の
本
部
か
ら
八
名
（
村
上
Ｐ
Ｍ
Ｓ
総
院
長
、

藤
田
院
長
補
佐
、
エ
ン
ジ
ニ
ア 

サ
ー
ブ
大お
お

和わ

、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

支
援
室
員
ほ
か
）
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
と
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
政
府

当
局
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
ト
ル
ハ
ム
で
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　

ご
一
行
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
を
視
察
し
、
各
事
業

実
施
地
域
で
は
地
元
住
民
の
温
か
い
歓
迎
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
バ
ラ
コ
ッ
ト
灌
漑
事
業
の
現

場
で
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
た
ち
が
一
生
懸
命
に
働
い

て
い
る
姿
に
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
技
師

の
大
和
サ
ー
ブ
か
ら
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
技
術
チ
ー
ム

に
ご
指
導
と
励
ま
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　

二
九
日
、
訪
問
団
の
う
ち
五
名
が
カ
ブ
ー
ル
国

際
空
港
か
ら
日
本
に
帰
国
。
シ
ス
タ
ー
藤
田
、
籾

井
さ
ん
、
山
下
さ
ん
は
二
〇
二
三
年
一
月
四
日
ま

で
ア
フ
ガ
ン
に
滞
在
し
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
、
シ
ギ
、

ミ
ラ
ー
ン
、
タ
ン
ギ
ト
ゥ
ク
チ
ー
の
取
水
施
設
と

ガ
ン
ベ
リ
の
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
て
日

本
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
私
達
も
皆
さ
ん

と
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
再
会
で
き
て
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
皆
さ
ん
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
任

務
や
今
後
に
つ
い
て
の
協
議
も
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
是
非
何
度
も
繰
り
返
し
来
訪
し
て
頂
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見
に

如し

か
ず
」
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

心
か
ら
の
敬
意
を
こ
め
て

  　

昔
な
が
ら
の
生
活
が
戻
っ
て
き
た

　

十
二
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
は
戦

争
の
名
残
も
感
じ
ら
れ
ず
、
平
和
に
見
え
た
。
二

〇
二
二
年
十
二
月
は
ま
だ
暖
か
く
、
雨
が
降
ら
ず
、

山
の
雪
は
少
な
く
、
冬
季
は
河
の
水
位
が
下
が
る

は
ず
な
の
に
十
分
に
は
下
が
ら
ず
、
河
の
中
の
作

業
に
は
支
障
が
あ
る
様
子
だ
っ
た
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
灌
漑
し
た
地
域
で
は
、
人
々
が
畑
で

働
き
、
作
物
を
収
穫
し
て
い
た
。
道
路
沿
い
に
は

様
々
な
店
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
生
き
た
鶏
を
売
る

店
、
牛
や
羊
の
肉
が
吊
り
下
げ
ら
れ
た
肉
屋
、
山

積
み
さ
れ
た
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
野
菜
や
果
物
、

衣
類
な
ど
の
店
が
連
な
り
、
バ
ザ
ー
ル
を
な
し
て

◉
現
地
訪
問
記
①

十
二
年
ぶ
り
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
問

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
　
村
上 

優ま
さ
る
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い
る
。
学
校
が
終
わ
っ
た
の
か
、
カ
バ
ン
を
背
負

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
男
の
子
も
、
女
の
子
も
出

て
く
る
。
興
味
津
々
で
我
々
を
見
つ
め
て
い
た
。

　

今
回
の
訪
問
の
目
的
は
、
中
村
医
師
と
伊
藤
和

也
君
の
慰
霊
、
そ
し
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
を
視
察
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
行
く
先
々
で
長
老
た
ち
か
ら
感

謝
の
念
を
伝
え
ら
れ
、
温
か
い
歓
迎
を
受
け
た
こ

と
を
ま
ず
ご
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

コ
ッ
ト
郡
の
バ
ラ
コ
ッ
ト
で
の
灌
漑
工
事
は
、
こ

れ
ま
で
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
水

量
の
少
な
い
急
流
の
小
さ
な
川
か
ら
の
灌
漑
用
水

路
が
山
肌
に
沿
っ
て
造
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
小
さ
な
川
」
と
い
っ
て
も
五
千
ｍ
を
超
え
る
山
々

が
な
す
谷
は
大
き
く
、
自
然
の
規
模
の
大
き
さ
、

荒
々
し
さ
は
想
像
以
上
で
、
巨き
ょ

礫れ
き

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

て
い
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
堰せ
き

を
造
る
の
か
と
唖

然
と
す
る
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
技
術
者
と
支
援
室
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
和
さ
ん
が
熱
心
に
協
議
を
重

ね
て
い
た
。

　

目
を
少
し
上
に
向
け
る
と
、
そ
そ
り
立
つ
崖
の

大
き
さ
、
広
々
と
開
け
る
紺
碧
の
空
が
全
て
を
包

み
込
ん
で
、
静
か
な
村
の
風
景
と
な
る
。
そ
う
、
平

和
な
の
だ
。
中
村
医
師
が
予
測
し
た
よ
う
に
、
こ

の
地
域
で
も
戦
争
が
去
っ
て
、
難
民
と
な
っ
た

人
々
が
自
分
た
ち
の
力
で
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
人

口
が
増
え
、
耕
作
地
を
拡
大
す
る
の
で
力
を
貸
し

て
欲
し
い
と
の
村
人
の
希
望
に
添
っ
て
灌
漑
作
業

は
始
ま
っ
た
。「
昔
な
が
ら
の
生
活
」
す
な
わ
ち

「
安
心
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
以
上
の

こ
と
を
村
の
人
々
は
望
ま
な
い
、
と
は
中
村
医
師

の
言
葉
で
あ
る
。

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
明
と
暗

　

ア
フ
ガ
ン
入
国
の
前
に
訪
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
、
元
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
の
事
務

長
と
し
て
中
村
医
師
を
支
え
た
イ
ク
ラ
ム
ラ
さ
ん

と
旧
交
を
温
め
た
。
彼
は
今
、
医
療
系
、
特
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
機
関
を
運
営
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
でD

r. Tetsu N
akam

ura M
em

orial 
Library

が
開
設
さ
れ
た
の
で
、
共
に
祝
い
、
協
力

を
約
束
し
た
。
彼
は
ま
た
、
昨
年
八
月
に
起
き
た

大
洪
水
の
被
害
者
救
済
の
活
動
も
し
て
お
り
、
惨

状
が
残
る
活
動
地
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

　

中
村
医
師
ゆ
か
り
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ

ョ
ン
病
院
も
訪
れ
た
。
想
像
以
上
に
以
前
の
施
設

の
ま
ま
で
、
し
か
も
整
っ
て
い
る
姿
に
安
堵
し
た
。

中
村
医
師
の
記
憶
も
留
め
、
ま
た
誇
り
に
し
て
い

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
た
だ
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
ハ

ン
セ
ン
病
対
策
は
さ
ら
に
後
退
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

病
院
で
は
完
全
に
そ
の
機
能
を
失
い
、
公
営
の
病

院
で
す
ら
風
前
の
灯
の
よ
う
で
、
薬
剤
な
ど
の
供

給
も
不
十
分
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
中
村
医
師

が
心
血
を
注
い
だ
ハ
ン
セ
ン
病
根
絶
計
画
は
、
共

に
働
い
た
ス
タ
ッ
フ
、
シ
ス
テ
ム
と
も
に
消
失
す

る
方
向
に
あ
り
、
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。
何
か
手

を
打
つ
べ
き
か
、
思
案
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。

　
耕
作
地
は
二
万
三
八
〇
〇
ha
に

　

ア
フ
ガ
ン
東
部
で
は
治
安
の
改
善
が
目
覚
ま
し

い
。
タ
リ
バ
ン
政
治
体
制
へ
の
批
判
は
様
々
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
何
よ
り
戦
闘
が
無
く
な
り
、
欧

米
軍
の
撤
退
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
外
国
勢

力
の
排
除
も
進
ん
だ
こ
と
を
人
々
は
評
価
し
、
現

政
権
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

州
の
経
済
局
か
ら
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
（
特
に
灌
漑
事

業
）
の
一
層
の
拡
大
・
強
化
を
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
淡
々
と
、
粛
々
と
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
肝
要
だ
と
思
う
。
政
治
的
な
出
来
事
に
は
関

与
せ
ず
、
人
々
の
苦
し
み
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
中
村
医
師
は
説
い
て
い
た
。

　

動
画
や
写
真
で
目
に
し
て
い
た
大
河
や
堰
を
実

際
に
見
る
と
、
そ
の
大
き
さ
に
茫
然
と
す
る
。
ま

さ
に
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
で
あ
る
。
訪
問

の
回
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、
と
思
う
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
が
国
連
無
償
援
助

で
計
画
し
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
普
及
事
業
も
大

切
で
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
と
Ｐ

Ｍ
Ｓ
が
協
力
し
て
実
際
の
灌
漑
事
業
を
進
め
な
が

ら
訓
練
す
る
試
み
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
医
療
活
動
拡
大
を
望

む
声
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
強
く
あ
っ
た
。

　

二
三
〇
ha
の
ガ
ン
ベ
リ
農
場
整
備
は
順
調
に
進

み
、
中
村
記
念
塔
が
あ
る
公
園
へ
の
訪
問
者
は
多

く
、
人
々
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
公
園
敷

地
を
二
倍
に
拡
張
す
る
計
画
が
あ
る
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
に
よ
っ
て
人
々
が
戻
り
、
農
業
が

復
興
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
作
っ
た
の
は
灌
漑
施
設
で
、

そ
の
後
は
村
の
人
々
が
工
夫
し
て
農
地
が
拡
が
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
に
耕
作
地
は

一
万
六
五
〇
〇
ha
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
訪
問
で

二
万
三
八
〇
〇
ha
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
人
口
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
自
由
な
意
思
に
任
せ
た

中
村
医
師
の
見
通
し
の
確
か
さ
を
再
確
認
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
こ
の
地
域
に
大
き
く
現

れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド

山
脈
の
雪
は
極
端
に
少
な
く
、
ま
た
ス
ピ
ン
ガ
ル

山
脈
の
麓
は
干
ば
つ
と
、
時
に
襲
っ
て
く
る
洪
水
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イ
ト
混
合
土
の
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
結
果

を
受
け
て
、
バ
ラ
コ
ッ
ト
の
用
水
路
に
ケ
ー
ス
③

の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
蒸
発
問
題
に
対
し
て
は
、
図
２
に
示
す

よ
う
に
中
央
に
レ
ン
ガ
等
に
よ
る
仕
切
り
を
設
け
、

少
水
量
時
に
毎
日
左
右
入
れ
替
え
て
水
を
流
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
流
水
の
表
面
積
を
半
分
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
蒸
発
量
を
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
の
後
、
取
水
地
点
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
ま
た

ま
た
び
っ
く
り
。
河
川
勾
配
が
約
三
〇
分
の
一
で
、

一
ｍ
を
超
す
巨
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
て
、
お
ま
け

に
洪
水
時
も
取
水
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
石
で
作
る
堰

は
も
と
も
と
洪
水

時
に
崩
さ
れ
る
の

で
石
を
積
み
な
お

す
こ
と
は
織
り
込

み
済
み
だ
が
、
問

題
は
取
水
門
と
用

水
路
を
ど
う
す
る

　
は
じ
め
に

　

今
回
の
視
察
旅
行
を
通
じ
て
感
じ
た
現
地
事
業

の
技
術
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
山
川
の
自
然
の
印
象
は
あ

ま
り
に
も
強
烈
だ
っ
た
。
年
間
雨
量
二
〇
〇
～
三

〇
〇
㎜
、
山
に
緑
は
な
く
山
々
は
灰
色
の
山
肌
を

呈
し
、
生
き
物
を
拒
絶
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
大

河
の
カ
ブ
ー
ル
河
・
ク
ナ
ー
ル
河
の
川
幅
は
広
い

と
こ
ろ
で
一
〇
〇
〇
ｍ
ほ
ど
も
あ
り
、
堤
防
ら
し

き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
自
然
河
川
そ
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
大
河
を
目
の
前
に
し
て
、
こ
こ
か

ら
の
取
水
を
考
え
た
故
中
村
先
生
の
決
意
、
熱
意
、

実
行
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

今
回
の
現
地
踏
査
で
課
題
と
感
じ
た
項
目
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
、
各
項
目
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

・
バ
ラ
コ
ッ
ト
の
取
水
導
水
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

・
カ
シ
マ
バ
ー
ド
取
水
地
点
の
堆
積
対
策
に
つ
い
て

・
バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
の
砂
防
堰え
ん

堤て
い

等
に
つ
い
て

・
ゴ
シ
ュ
タ
で
の
取
水
導
水
事
業
に
つ
い
て

・
ヌ
ー
ル
ガ
ル
で
の
取
水
導
水
事
業
に
つ
い
て

・
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
干
ば
つ
対
策
に
つ
い
て

・
沈
砂
池
の
排
砂
方
法
に
つ
い
て

・
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て

　
１
．
バ
ラ
コ
ッ
ト
の
取
水
導
水
施
設
の
建
設
に
つ
い
て 

　

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
バ
ラ
コ
ッ
ト
の

用
水
路
に
関
し
、
日
本
に
い
る
時
は
崖が
い

錐す
い

を
通
す

用
水
路
の
建
設
の
難
し
さ
、
斜
面
の
滑
り
や
崩
壊

の
危
険
性
を
感
じ
て
い
た
が
、
聞
く
と
見
る
と
は

大
違
い
で
、
現
場
の
斜
面
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
固
い
地
盤
が
か
な
り
の
部
分

を
占
め
、
崩
れ
る
危
険
性
は
低
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
地
盤
の
含
水
比
が
高
い
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
盛
土
を
無
く
し
て
全

区
間
切
土
に
変
更
し
て
い
た
の
は
安
全
性
を
考
え

る
と
妥
当
な
判
断
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
用
水
路
の
課
題
は
、
取
水
量
が
少

な
い
期
間
が
長
い
た
め
、
地
震
等
に
よ
り
ク
ラ
ッ

ク
（
ひ
び
割
れ
）
が
入
っ
た
場
合
の
漏
水
・
蒸
発
問

題
で
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
施
工
方
法
は
水
路
床
に
ソ

イ
ル
セ
メ
ン
ト
を
敷
く
が
、
さ
ら
な
る
漏
水
対
策

と
し
て
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
混
合
土
の
併
用
を
提
案
し
、

図
１
に
示
す
簡
単
な
実
験
を
行
っ
た
。

　

バ
ケ
ツ
の
底
に
穴
を
開
け
、
図
１
の
よ
う
に
バ

ケ
ツ
の
底
に
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
と
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

混
合
土
を
敷
き
、
そ
こ
に
ク
ラ
ッ
ク
を
入
れ
て
水

を
注
ぎ
水
位
の
時
間
経
過
を
観
測
し
た
。
明
ら
か

に
ケ
ー
ス
③
の
水
位
低
下
が
小
さ
く
、
ベ
ン
ト
ナ

◉
現
地
訪
問
記
②

聞
く
と
見
る
と
は
大
違
い

　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
技
術
者
支
援
チ
ー
ム
・
理
事
　
大お
お

和わ

則
夫

初期水位

3時間後水位

ソイルセメント ソイルセメント

ケース① ケース② ケース③

ベントナイト混合土

図２　水路案

図1　バケツによる漏水実験

初期水位

3時間後水位

ソイルセメント ソイルセメント

ケース① ケース② ケース③

ベントナイト混合土

図２　水路案

図1　バケツによる漏水実験

れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド

山
脈
の
雪
は
極
端
に
少
な
く
、
ま
た
ス
ピ
ン
ガ
ル

山
脈
の
麓
は
干
ば
つ
と
、
時
に
襲
っ
て
く
る
洪
水

の
被
害
が
甚
大
だ
。
今
後
の
干
ば
つ
に
備
え
る
た

め
に
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
支
援
者
の
皆

様
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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か
で
あ
る
。
取
水
口
を
河
川
の
流
れ
方
向
か
ら
外

し
、
周
り
を
が
ち
が
ち
の
コ
ン
ク
リ
で
固
め
、
洪

水
の
影
響
が
無
い
と
こ
ろ
ま
で
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ

ー
ト
（
箱
型
の
暗
渠
）
を
施
工
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
日
本
に
帰
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
所
で
の
施

工
に
見
識
の
あ
る
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
に
し

て
バ
ラ
コ
ッ
ト
を
後
に
し
た
。

　
２
．
カ
シ
マ
バ
ー
ド
取
水
地
点
の
堆
積
対
策
に
つ
い
て

　

中
村
先
生
が
メ
イ
ン
に
堰
等
を
建
設
し
た
の
は

ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
で
あ
り
、
唯
一
カ
ブ
ー
ル
河
に

建
設
し
た
の
が
カ
シ
マ
バ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
の

上
流
に
は
ソ
連
が
建
設
し
た
ド
ロ
ン
タ
ダ
ム
が
あ

り
、
流
量
調
節
に
よ
る
河
川
流
量
の
変
化
が
激
し

く
、
取
水
量
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
右
岸
側
の
住
民
が
、
住
居

建
設
の
た
め
に
右
岸
側
の
河
原
か
ら
砂
利
を
採
取

し
た
た
め
、
流
水
が
右
岸
側
に
片
寄
る
よ
う
に
な

り
、
左
岸
側
の
カ
シ
マ
バ
ー
ド
取
水
門
の
前
に
土

砂
が
堆
積
す
る
よ
う
に
な
っ
て
取
水
し
に
く
く
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
の
解
決
策
と
し
て
、
三
つ
に
分
か
れ
た

川
の
流
れ
の
う
ち
中
央
の
流
れ
の
上
流
に
流
水
を

左
岸
側
に
導
く
低
め
の
堰
を
作
る
こ
と
、
左
岸
に

堆
積
し
て
い
る
土
砂
を
掘
削
し
て
中
央
の
流
れ
に

放
り
込
む
こ
と
、
さ
ら
に
は
取
水
門
の
前
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
土
砂
吐
き
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
技
術
者
と
の
合
意
が
得
ら
れ
た
。

　
３
．
バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
の
砂
防
堰え
ん
堤て
い
等
に
つ
い
て

　

土
石
流
対
策
と
地
下
水
涵か
ん

養よ
う

を
目
指
し
た
砂
防

堰
堤
を
見
学
し
た
。
下
流
側
か
ら
三
つ
の
貯
水
池
、

五
つ
の
石
積
み
の
砂
防
堰
堤
、
そ
の
上
に
二
〇
の
蛇じ
ゃ

籠か
ご

作
り
の
砂
防
堰
堤
が
作
ら
れ
て
い
た
。
雨
が
降

る
と
貯
水
池
に
五
日
間
く
ら
い
水
が
た
ま
り
、
徐
々

に
浸
透
し
て
下
流
部
の
地
下
水
涵
養
に
役
立
っ
て

い
る
は
ず
と
の
こ
と
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
技
術
者
か
ら
感
想

を
聞
か
れ
た
の
で
、「
良
く
で
き
て
い
る
が
、
砂
防

堰
堤
は
五
年
も
す
れ
ば
土
石
で
満
杯
に
な
る
し
、
そ

の
後
貯
水
池
に
土
石
が
流
入
し
、
十
年
も
持
た
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
ら
、
五
年
経
過
以

降
は
地
元
民
が
掘
削
浚し
ゅ
ん
せ
つ
渫
し
て
維
持
管
理
す
る
約

束
が
で
き
て
い
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
現
地
技

術
者
た
ち
も
様
々
な
こ
と
に
頭
を
働
か
せ
て
い
て
、

中
村
先
生
の
指
導
の
た
ま
も
の
と
感
じ
た
。

　

そ
の
後
取
水
地
点
に
移
動
し
、
上
流
高
台
か
ら

堰
上
流
の
河
川
の
全
体
像
を
把
握
し
た
。
河
川
の

流
れ
は
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
前
政
権

が
作
っ
た
対
岸
の
堤
防
が
高
い
の
が
気
に
な
っ
た
。

　

中
村
先
生
が
示
さ
れ
た
①
河
川
を
不
必
要
に
狭

め
て
は
な
ら
な
い
、
②
洪
水
時
に
対
岸
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
す
る
、
③
場
所
に
よ
っ
て
は
遊
水

池
（
霞か
す
み
て
い堤な
ど
）
を
設
け
る

―
こ
の
三
原
則
は
是

非
と
も
踏
襲
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

　
４
．
ゴ
シ
ュ
タ
で
の
取
水
導
水
事
業
に
つ
い
て

　

こ
こ
も
聞
く
と
見
る
と
は
大
違
い
で
あ
っ
た
。

日
本
で
検
討
し
た
と
き
は
、
既
存
取
水
地
点
付
近

で
の
取
水
を
考
え
て
い
た
が
、
既
存
地
点
で
は
洪

水
対
策
と
渇
水
時
の
取
水
対
策
の
両
立
は
難
し
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
取
水
地
点
を
上
流
に
変
更
し
、

洪
水
防
御
と
し
て
低
め
の
堤
防
を
設
置
す
る
案
を

推
奨
し
、
現
地
技
術
者
の
同
意
を
得
た
。
実
際
は

も
う
少
し
上
流
か
ら
の
取
水
の
ほ
う
が
よ
り
良
い

と
思
わ
れ
た
が
、
行
政
区
の
違
い
で
難
し
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
取
水
構
想
で
現
地
技

術
者
と
共
通
認
識
に
立
て
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
中
村
先
生
が
進
め
て
き
た
灌
漑

事
業
を
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
を
通
じ
て
他
地
域
の
技
術
者
を

育
成
し
、
広
く
灌
漑
技
術
を
広
め
る
こ
と
も
目
的

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
適
地
で
あ
る
。

　
５
．
ヌ
ー
ル
ガ
ル
で
の
取
水
導
水
事
業
に
つ
い
て

　

こ
こ
も
ゴ
シ
ュ
タ
同
様
、
堰
・
取
水
門
・
土
砂

吐
き
・
幹
線
用
水
路
・
沈
砂
池
・
主
要
用
排
水
路

を
建
設
す
る
こ
と
で
、
中
村
先
生
の
灌
漑
技
術
継

承
の
適
地
で
は
あ
る
が
、
二
か
所
で
川
幅
を
狭
め

て
川
の
中
に
新
規
耕
作
地
を
確
保
す
る
計
画
は
大

新たな取水地点の検討のため、上流側へ移動する大和技師。
（2022年12月21日）
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い
に
問
題
で
あ
る
。
上
流
側
の
新
規
耕
作
地
の
対

岸
に
は
山
が
迫
っ
て
い
て
人
家
も
な
く
大
き
な
問

題
に
は
な
ら
な
い
が
、
下
流
側
の
新
規
耕
作
地
は

対
岸
が
バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
で
あ
り
、
人
家
も
あ
れ

ば
田
畑
も
あ
る
。
こ
こ
は
是
非
と
も
先
に
示
し
た

三
原
則
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
昨
夏
の
洪
水
時
、
普
段
は
流
れ
て
い
な

い
右
岸
側
の
河
道
に
も
水
が
流
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

こ
の
機
能
を
生
か
し
た
川
作
り
を
す
べ
き
で
あ
る

と
感
じ
た
。
即
ち
、
筑
後
川
の
山
田
堰
と
千ち

歳と
せ

分

水
路
の
関
係
の
よ
う
に
洪
水
分
流
さ
せ
る
方
策
が

理
に
か
な
っ
て
い
る
。

　

安
定
的
な
取
水
量
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
人
々
は

川
を
狭
め
て
で
も
耕
作
地
が
欲
し
く
な
る
。
や
む

を
得
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
安
定
取

水
を
進
め
る
灌
漑
事
業
実
施
の
責
任
者
は
、
上
記

三
原
則
や
川
を
狭
め
る
影
響
を
軽
減
す
る
方
策
を

提
案
す
べ
き
で
あ
る
。

　
６
．
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
干
ば
つ
対
策
に
つ
い
て

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
川
は
雪
解
け
水
が
頼
り

で
、
鉄
砲
水
は
出
る
が
安
定
し
た
河
川
流
量
に
乏

し
く
、
す
ぐ
に
涸
れ
川
に
な
っ
て
し
ま
う
。
特
に

下
流
端
に
位
置
す
る
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
ま
で
は
水

が
届
か
ず
、
昔
か
ら
井
戸
や
カ
レ
ー
ズ
に
頼
っ
て

き
た
が
、
そ
れ
も
涸
れ
気
味
で
畑
は
ほ
と
ん
ど
干

上
が
り
、
大
半
が
荒
れ
放
題
で
あ
る
。
井
戸
に
水

が
あ
っ
て
も
タ
ー
ビ
ン
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
燃
料

費
が
掛
か
る
た
め
、
土
地
を
捨
て
て
移
住
す
る
人

が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

　

対
策
は
洪
水
を
導
水
し
て
貯
水
す
る
方
策
と
し

て
、
溜
め
池
適
地
を
探
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で

は
時
間
が
足
り
ず
全
川
を
見
て
回
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
古
く
か
ら
の
用
水
路
は
左
右
と
も
幅
四
〇

㎝
・
深
さ
四
〇
㎝
程
度
と
小
さ
い
の
で
、
こ
の
用

水
路
を
拡
幅
す
る
か
高
く
す
れ
ば
、
洪
水
時
の
導

水
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
下
流
域

ま
で
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
７
．
沈
砂
池
の
排
砂
方
法
に
つ
い
て

　

中
村
先
生
の
沈
砂
池
排
砂
方
法
は
、
排
砂
口
の

敷
高
を
低
く
し
て
沈
砂
池
の
水
面
勾
配
を
強
く
し
、

排
砂
流
速
を
速
く
し
て
排
砂
す
る
方
法
で
あ
る
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
方
法
を
さ
ら
に
改
良

し
た
方
法
を
採
用
し
て
い
た
。

　

沈
砂
池
内
に
仕
切
り
を
設
け
、
こ
の
仕
切
り
の

切
り
替
え
に
よ
っ
て
沈
砂
池
内
の
流
速
を
速
め
て

排
砂
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
人
力
を
多
く

使
わ
な
く
て
済
む
画
期
的
な
方
法
で
あ
り
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
能
力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
８
．
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
で
は
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
課
題
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
次
回
に

は
予
定
し
た
い
。

・
ミ
ラ
ー
ン
取
水
門
上
流
の
土
砂
堆
積
問
題

・
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ｄ
沈
砂
池
で
の
土
砂
削
減
効
果

の
定
量
化

・
用
水
路
に
お
け
る
水
量
損
失
の
観
測

　

ま
た
、
灌
漑
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
河

川
の
状
況
等
を
把
握
し
、
以
下
の
基
礎
的
な
資
料

PMS職員達が考案した沈砂池の排砂設備。（2015年12月） 

農地の荒廃が著しいブディアライ村。（2022年12月28日）
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の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
。

・
雨
量
観
測
所
を
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
、
ダ

ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
、
バ
ラ
コ
ッ
ト
飯
場
に
設

置
し
毎
日
九
時
ま
で
の
日
雨
量
を
記
録
す
る
。

・
ク
ナ
ー
ル
河
の
基
準
地
点
を
カ
マ
橋
と
し
、
毎
年

の
横
断
測
量
、
月
一
回
の
流
量
観
測
と
洪
水
時

の
流
量
観
測
を
行
い
、
Ｈ
―
Ｑ
曲
線
を
作
成
し
、

毎
日
及
び
洪
水
時
の
水
位
・
流
量
を
記
録
す
る
。

・
定
期
的
に
標
高
の
整
合
を
と
っ
た
河
川
の
五
〇

〇
ｍ
ピ
ッ
チ
の
横
断
測
量
を
行
い
、
経
年
的
な

横
断
図
を
作
成
す
る
。

・
取
水
路
で
の
流
量
観
測
を
行
い
、
Ｈ
―
Ｑ
曲
線

を
作
成
し
、
水
位
の
読
み
取
り
か
ら
毎
日
の
取

水
量
を
記
録
す
る
。　

か
っ
た
高
層
ビ
ル
が
散
見
さ
れ
、
店
の
軒
先
や
住

居
の
屋
根
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
記
憶
の
中
の
景
色
と
較
べ
て
、
目
に

映
る
農
地
も
増
え
て
い
ま
す
。
水
田
や
、
オ
レ
ン

ジ
の
果
樹
園
が
そ
こ
ら
中
で
目
に
つ
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
明
ら
か
に
お
か
し
い
の
が
気
温
で
し

た
。
私
が
か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
時
分
、
冬
に
は

寒
さ
で
震
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
子

供
た
ち
が
用
水
路
に
入
っ
て
遊
ん
で
お
り
、
日
本

よ
り
急
激
に
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
は
干
ば
つ
の
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
こ
と

を
意
味
し
、
現
に
昨
年
の
冬
に
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
緊
急

食
糧
配
給
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

発
展
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
い
つ
飢

饉
に
転
じ
て
も
お
か
し
く
な
い
社
会
で
す
。
眼
前

で
は
農
作
物
が
豊
か
に
実
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

街
道
の
反
対
側
に
目
を
向
け
れ
ば
、
干
か
ら
び
て

放
棄
さ
れ
た
不
毛
の
土
地
も
ま
た
無
辺
に
広
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

生
前
、
中
村
先
生
は
自
分
が
い
な
く
て
も
事
業

が
継
続
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
完
成
の
バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
堰
は
、
中
村
先

生
が
現
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
中
で
、
デ
ィ
ダ

ー
ル
技
師
と
フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
師
を
始
め
と
す
る
現

地
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
完
成
さ
せ
た
最
初
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
村
先
生
が
ご
覧
に
な
れ
ば
、
き
っ
と
彼
ら
の

奮
闘
を
喜
び
、
ま
た
安
心
し
て
く
だ
さ
っ
た
で
し

ょ
う
。

　

国
際
社
会
に
よ
る
経
済
制
裁
が
続
く
中
、
何
も

か
も
が
以
前
と
同
じ
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、
日
本

　
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
の
再
会

　

私
は
二
〇
〇
七
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
四
月

ま
で
の
一
年
間
に
わ
た
り
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現

地
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
灌
漑
事
業
や
医
療
事
業
に

携
わ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
通
訳
と
し
て
事
務
局
の
現
地
訪

問
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
が
十
五
年
ぶ

り
の
再
訪
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
所
に
到
着
し
、

ま
ず
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
抱
擁
し
な
が
ら
挨
拶
を
交

わ
し
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
顔
を
見
な
が
ら
、
熱

い
思
い
が
胸
を
衝つ

き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
年
を
取
っ

た
分
、
彼
ら
も
や
っ
ぱ
り
年
を
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
主
な
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
退
職
せ
ず
、

今
も
事
業
を
支
え
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
が
乗
り
越
え
続
け
て
き
た
十
五
年
間
の
苦

難
に
思
い
を
馳
せ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

干
ば
つ
が
続
く
中
で
、
急
な
豪
雨
が
洪
水
を
発
生

さ
せ
、
そ
の
た
び
に
皆
が
水
路
や
堰
の
修
復
に
死

力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

悪
化
し
た
治
安
は
な
か
な
か
回
復
せ
ず
、
二
〇

〇
八
年
に
は
伊
藤
和
也
さ
ん
の
亡
く
な
る
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
一
九
年
に
中
村

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
側
の
私
た
ち

も
大
き
な
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
が
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
側
の
彼
ら
も
ま
た
悲
嘆
に
暮
れ
つ
つ
、
日

本
か
ら
の
支
援
が
途
絶
え
る
こ
と
へ
の
心
配
も
尽

き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
自
分
た
ち
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
に
命
と
生
活
を
支

え
ら
れ
て
き
た
人
々
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、

不
安
に
駆
ら
れ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
彼
ら
は
、
中
村
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た

直
後
で
さ
え
も
、
用
水
路
工
事
を
放
棄
せ
ず
、
手

掛
け
て
い
た
作
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
日
本
側
の

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
も
村
上
会
長
の
下
、
新
体
制
で

現
地
の
支
援
を
再
開
し
、
そ
れ
か
ら
早
く
も
三
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　
干
ば
つ
の
影
響

　

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
街
地
で
は
以
前
に
は
見
な

◉
現
地
訪
問
記
③

事
業
の
継
続
を
確
認

　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
元
現
地
ワ
ー
カ
ー
　
石
橋
周
一

側
の
支
援
を
受
け
て
、
現
地
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
中
村
先

生
の
遺
さ
れ
た
全
て
の
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
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葉
、
話
し
方
、
振
舞
い
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞

記
事
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
、
中
村
先
生
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
、
日
本
の
支
援
者
に
対
す
る
心
か
ら
の
感
謝
の

念
が
直
に
伝
わ
り
、
な
ぜ
か
自
分
自
身
も
胸
が
い

っ
ぱ
い
に
な
り
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
雑
談
を
し
て
い

る
と
宿
泊
者
か
ら
「
中
村
先
生
の
活
動
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
、
私
た
ち
に
お
手
伝
い
出
来
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
突
然
、

声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
も
同
じ
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

 

Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
と
は
常
に
行
動
を
共
に
し
て
、
言

葉
が
拙つ
た
ない
な
が
ら
も
談
笑
し
、
一
緒
に
ご
飯
を
食

べ
、
絆
を
深
め
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
に
入
り
き
れ
な
い
程
た
く
さ
ん
の
お
土
産
を

も
ら
い
、
見
送
り
に
き
て
く
れ
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
達

と
固
い
握
手
を
交
わ
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
後

に
し
ま
し
た
。　

側
の
支
援
を
受
け
て
、
現
地
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
中
村
先

生
の
遺
さ
れ
た
全
て
の
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
　

皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
篤
い
ご
支
援
に
あ
ら
た
め

ま
し
て
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
目
の
前
に
紺
碧
の
空
が	

　

二
〇
一
七
年
に
現
地
で
勤
務
を
す
る
職
員
と
し

て
入
職
し
、
日
本
で
現
地
会
計
や
広
報
活
動
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
の

仕
事
の
重
要
性
は
理
解
し
つ
つ
も
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員

か
ら
届
く
現
場
の
写
真
を
見
る
度
に
、
早
く
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
っ
て
中
村
先
生
が
造
ら
れ
た
堰

を
自
分
の
目
で
見
た
い
、
現
地
の
人
と
一
緒
に
働

き
た
い
と
い
う
思
い
が
日
々
募
り
、
今
か
今
か
と

現
地
に
行
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
遂
に
現
地
へ
の
渡
航
が
決
定
し
、
十
二

月
二
〇
日
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
経
由
し
、
六
年
待

っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
。

　

ト
ル
ハ
ム
国
境
で
パ
キ
ス
タ
ン
出
国
許
可
の
ス

タ
ン
プ
を
受
け
、
鉄
柵
で
囲
ま
れ
た
通
路
を
進
み

ま
す
。
奥
に
進
む
と
通
路
は
二
人
分
程
の
幅
し
か

な
く
人
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
お
り
、
所
々
に
検
問

所
が
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
前
に
も
進
め
ず
、
後

ろ
の
人
に
押
さ
れ
な
が
ら
や
っ
と
の
思
い
で
抜
け

ま
し
た
。

　

す
る
と
、
中
村
先
生
の
本
に
書
か
れ
て
い
た
通

り
、
目
前
に
は
紺
碧
の
空
と
茶
褐
色
の
山
々
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
景
色
を
見
て
、
今
、
自

分
の
足
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
地
に
立
っ
て
い
る

ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
初
め
て
の
旅

路
で
疲
れ
て
い
た
の
で
、
翌
日
か
ら
の
灌
漑
施
設

視
察
に
備
え
早
め
に
床
に
就
き
ま
し
た
が
、
気
持

ち
が
落
ち
着
か
ず
、
し
ば
ら
く
し
て
も
寝
付
け
ず

に
朝
を
迎
え
ま
し
た
。

　
中
村
先
生
へ
の
感
謝
の
念
を
実
感

　

翌
日
か
ら
灌
漑
施
設
の
視
察
が
始
ま
り
、
外
に

行
く
と
き
は
必
ず
四
、
五
名
の
護
衛
（
タ
リ
バ
ン
）

が
同
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

去
る
日
に
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
経
済
局
長
が
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
を
来
訪
し
、
護
衛
に
つ
い

て
は
治
安
状
況
を
危
惧
し
て
つ
け
て
い
る
訳
で
は

な
く
、
中
村
先
生
の
一
団
な
の
で
敬
意
と
歓
迎
の

意
を
込
め
て
手
配
し
た
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

護
衛
の
人
達
は
険
し
い
谷
を
登
る
と
き
手
を
取

っ
て
引
き
上
げ
て
く
れ
た
り
、
巨
礫
が
転
が
っ
て

い
る
道
で
足
元
を
ふ
ら
つ
か
せ
て
い
る
自
分
を
背

負
っ
て
安
全
な
場
所
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
り
と
、

常
に
私
達
一
行
に
気
を
配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼

ら
の
お
か
げ
で
身
の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、

安
心
し
て
滞
在
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
厳い
か

め

し
い
顔
つ
き
と
は
裏
腹
に
鼻
歌
交
じ
り
に
優
し
く

微
笑
み
か
け
て
く
る
の
が
印
象
的
で
す
。

　

灌
漑
施
設
を
見
て
回
る
と
、
殆
ど
の
場
所
で
村

の
長
老
達
か
ら
温
か
い
歓
待
を
受
け
、
彼
ら
の
言

◉
現
地
訪
問
記
④

待
ち
に
待っ
た
ア
フ
ガニス
タンへ

　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
　
籾
井
孝
文

現地で羊の群れに遭遇する筆者。（2023年1月）
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パ
キ
ス
タ
ン
―
ゆ
る
や
か
に
時
は
流
れ
る

　

初
め
て
降
り
立
っ
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
町
は
、

空
が
曇
る
ほ
ど
の
砂
埃
が
舞
い
、
排
気
ガ
ス
の
匂

い
が
鼻
を
つ
き
ま
し
た
。
イ
ク
ラ
ム
ラ
さ
ん
に
迎

え
ら
れ
駐
車
場
へ
向
か
う
途
中
、
通
り
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
こ
え
る
男
た
ち
の
粗
野
な
大
声
、
通
行

人
を
意
に
介
さ
な
い
無
秩
序
な
自
動
車
の
往
来
に
、

身
の
縮
む
思
い
で
歩
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
人
々
に
と
っ
て

時
間
は
ゆ
る
や
か
に
流
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
食
事
な
ど
は
急
か
さ

な
い
と
い
つ
ま
で
も
出
て
き
ま
せ
ん
。
滞
在
先
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
職
員
の
方
に
「
朝
食
は
七

時
に
は
準
備
で
き
る
と
昨
夜
聞
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
彼
は
「
タ

ッ
ク
リ
バ
ン
（
だ
い
た
い
）、
あ
と
三
〇
分
で
で
き

る
」
と
、
す
で
に
七
時
を
四
〇
分
も
過
ぎ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
悪
び
れ
る
様
子
も
な
く
笑
顔
で

そ
う
答
え
ま
し
た
。

　

夕
方
は
早
め
に
キ
ッ
チ
ン
に
行
き
、
ス
タ
ッ
フ

の
バ
イ
ジ
ャ
ン
（
若
い
兄
ち
ゃ
ん
）
に
「
い
い
キ
ッ

チ
ン
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
夕
食
は
い
つ
で
き
ま
す

か
」
と
尋
ね
る
と
、「
そ
う
、
い
い
キ
ッ
チ
ン
だ
。

こ
の
棚
は
フ
ォ
ー
ク
が
あ
っ
て
こ
こ
に
は
…
…
」

と
、
食
事
の
準
備
は
そ
っ
ち
の
け
、
嬉
し
そ
う
に

キ
ッ
チ
ン
の
説
明
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
呆
気
に

と
ら
れ
、
結
局
催
促
せ
ず
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
彼
ら
は
非
常
に
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
一
〇

分
で
出
来
る
と
言
え
ば
四
〇
分
か
か
り
、
三
〇
分

で
出
来
る
と
い
え
ば
一
時
間
は
か
か
る
。
電
気
は

点つ

く
し
、
点
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
お
湯
は
イ
ン

シ
ャ
ッ
ラ
ー
（
神
の
思
し
召
し
な
ら
ば
）
出
る
だ
ろ

う
と
言
う
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
の
滞
在

先
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
同
様
で
、
現
地
の
気
風
な

の
で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
苛い
ら

々い
ら

し
そ
う
な
出
来
事

で
す
が
、
現
地
で
は
奇
妙
な
居
心
地
の
良
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
―
「
試
験
」
農
場
の
意
義

　

私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
で
農
業
事
業
の
担
当
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
主
に
ガ
ン
ベ
リ
試
験
農
場
に

つ
い
て
書
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

農
場
で
は
責
任
者
の
ア
ジ
ュ
マ
ル
ジ
ャ
ン
（
ジ

ャ
ン
は
親
し
み
を
込
め
た
呼
称
）
や
職
員
の
方
々
と
抱

擁
で
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ュ
マ
ル
ジ
ャ

ン
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
三
年
ぶ
り
で
、
前

回
は
日
本
で
し
た
。「
ヤ
マ
ジ
ャ
ン
、
あ
な
た
た
ち

に
ガ
ン
ベ
リ
を
見
せ
た
か
っ
た
！
」
と
大
歓
迎
し

て
く
だ
さ
り
、
広
大
な
麦
畑
や
果
樹
園
、
牛
舎
や

養
蜂
場
な
ど
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

農
業
事
業
は
年
間
の
栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
農

場
全
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
他
、
公
園
の
拡
張
や

ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
脇
芽
の
移
植
な
ど
も
予
定
し
な
が

ら
、
事
業
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ジ
ュ
マ
ル
ジ
ャ
ン
は
広
大
な
ガ
ン
ベ
リ
農
場

で
起
き
た
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
把
握
し
、
ま
た
農
業

担
当
の
職
員
ら
と
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
仕
事

を
進
め
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

現
場
で
は
、
私
が
日
々
現
地
か
ら
受
信
し
て
い

る
日
報
な
ど
か
ら
読
み
取
れ
る
以
上
の
仕
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
各
作
物
は
一
般
的
な
栽
培
方

法
の
ほ
か
、
圃ほ
じ
ょ
う場
ご
と
に
灌
水
の
効
率
化
や
収
量

増
加
の
た
め
の
異
な
る
栽
培
方
法
が
試
み
ら
れ
、

結
果
が
比
較
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
ア
ジ
ュ
マ
ル
ジ
ャ
ン
か
ら
、
過
去
に
失
敗
し
た

経
験
や
成
功
し
た
方
法
、
現
在
期
待
し
て
い
る
圃

場
な
ど
を
説
明
さ
れ
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ど
の
作
物
の
種
を
何
㎏
、
何
ha
に
植
え
、
何
㎏
収

穫
で
き
た
か
。
結
果
だ
け
を
見
て
良
い
悪
い
と
日

本
側
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
現
場
で
様
々
な

試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
中
村
先
生
の
構
想
さ
れ
た
「
試
験
」

農
場
の
意
義
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
現
地
活
動
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

◉
現
地
訪
問
記
⑤

「
あ
な
た
た
ち
に
ガンベ
リ
を

　
　
　
見
せ
た
かっ
た
！
」

　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
　
山
下
隼
人

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レ
ッ
ト
を 

お
送
り
し
ま
す

＊ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に

お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ
い

て
い
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
に
ご
連
絡
下

さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変
形
を
四
折
り
し
た

も
の
で
、長
形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。

　
な
お
、
パン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る
意
思

の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
ポ
ス
ティ
ン
グ
等
は
御
遠
慮
下
さ
い
）



11 2023年4月1日ペシャワール会報　No.155

2022年10月中旬に水路末端から崖の掘削が始まり、2023年2月上旬に取水点までの交通路が開通した。今
後は取水点で堰と護岸工事、湧水エリアで導水部建設、4.3kmの用水路造成が進んでいく。

現場近くに借りた宿舎兼事務所にて。日本からの視察団の情報を聞きつけ、村の長老たちが挨拶に訪れた。PMS
の仕事に感謝を述べつつ、ペシャワール会のメンバーを前に、ドクター サーブ ナカムラへの想いをこめた詩を詠む。

スピンガル山脈

取水点
0.0㎞ 3.0km付近。2022年12月24日3.0km付近。2022年12月24日

湧水エリア
0.5㎞

1.5㎞

3.0㎞

4.3㎞
灌漑地

日本が寒波に襲われた1月下旬、アフガン東部も雪に見舞われ、視界が悪い中で用心しながら切土を続けた。
現在、切り拓いた交通路に用水路を造成中。

2023年1月22日2023年1月22日 2023年2月11日2023年2月11日

2022年12月24日2022年12月24日

バラコット用水路、崖掘削作業を完了バラコット用水路、崖掘削作業を完了

コット川コット川

ラガールジューイ村
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↑ペシャワールのTMS病院（旧PMS病院）では、中村医
師の名前を冠した図書室（Dr.Tetsu Nakamura Memorial 
Library）のオープニングセレモニーが行われた。イクラム
ラ元PMS事務長、TMS院長らとテープカットをする村上
会長。	 （2022年12月17日）
→図書室は日本人ワーカーたちの居住スペースだったとこ
ろに開設された。学生のための参考書や医学書が並んで
いる。	 （2022年12月17日）

―中村医師の活動の原点 ペシャワールへ―

1984年、中村医師が最初に赴任したパキスタンのペシャワール・ミッション病院の旧ハンセン病棟。小
屋のような病棟だったものを、中村医師が建て直した。現在ハンセン病診療は行なわれておらず、現院
長の専門である眼科診療が中心となっている。（2022年12月16日）

イクラムラ元PMS事務長

TMS院長
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2023年度に計画されているFAOとの共同事業の候補地、クナール州ヌールガル地区。大和技師（右）、PMS
技師、地域住民が情報共有をしながら実際の現場で協議をする。（2022年12月26日）

ダラエヌール渓谷の灌漑用井戸。PMSが掘削した13基のうちの1基で、現在も周辺の田畑を潤している。こ
の地域は干ばつの影響が著しく、PMSが掘削した他の飲料用・灌漑用井戸やカレーズ（アフガンの伝統的
な横井戸）はほとんど涸れていた。（2022年12月28日）

⦿アフガニスタンにて⦿
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［上］その10年後、日本からの視察団を歓迎する医療チーム。中には30年選手も。地域で重きをなしてきた
この診療所は、1991年開設当初に比べ交通アクセスが格段に向上した。より広い受け皿としての役割も求め
られており、視察中にはさらなる増築計画について話し合われた。［左下］事務局に寄付されていた絆創膏
のおみやげを手渡した。［右下］以前、中村先生がペシャワールの住まいで使っていたお手製の本棚を診療
所に移設したもの。今でも薬棚として現役だ。（写真：2022年12月28日）

＊中村先生 雨ニモ負ケズ＊
―形を変え、流れ続ける。アフガニスタンでの源流をたどって―

「緑の大地計画」発足からちょうど10年の頃。ますます灌漑事業が忙しくなる中、久々に活動の源流であるダ
ラエヌール診療所を訪れた中村先生。手狭になっていた診療所の増築工事の折に、20年来の仲間達を激励
訪問。“いつもの作業着”の上からまとった白衣が「似合わなくなってきた」と本人のコメント。

（中村医師メール報告より 写真：2013年2月9日）
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三
回
目
の
ア
フ
ガ
ン
訪
問

　

昨
年
十
二
月
の
現
地
視
察
訪
問
に
同
行
し
ま
し

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
る
の
は
三
回
目
で
す
。

　

最
初
は
二
〇
〇
三
年
三
月
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
で
会
計
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
時
、

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
鍬く
わ

入い
れ

式
に
行
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
の
干
ば
つ
が
進
み
、
ど
こ
に

も
緑
は
な
く
、
人
影
も
な
い
荒
涼
と
し
た
荒
野
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
回
目
は
二
〇
〇
七
年
、
第
一
期
工
事
が
完
成

し
、
竣
工
式
出
席
の
た
め
事
務
局
か
ら
後
藤
前
会

長
他
数
名
で
訪
れ
た
時
で
し
た
。
用
水
路
の
水
で

麦
が
育
ち
、
ス
ラ
ン
プ
ー
ル
平
野
は
近
く
の
山
か

ら
見
下
ろ
す
と
一
面
の
緑
で
、
避
難
先
か
ら
帰
っ

て
来
た
村
人
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
区
画
さ
れ
植
樹

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
第
二
期
工
事
が
始
ま
り
、
ガ
ン
ベ
リ

沙
漠
ま
で
の
中
村
先
生
の
ご
苦
労
は
、
先
生
か
ら

送
ら
れ
て
来
る
週
報
や
帰
国
さ
れ
た
時
の
報
告
会

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
現
地
を
訪

れ
て
取
水
口
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
ま
で
車
で
走
り
、
あ
ら

た
め
て
二
七
㎞
と
い
う
長
さ
、
途
中
の
い
く
つ
も
の

難
工
事
を
中
村
先
生
、
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
職
員
、
作
業
員
の
村
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て

乗
り
越
え
、
完
成
さ
れ
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

用
水
路
に
水
が
流
れ
、
畑
が
復
活
し
て
か
ら
約

二
〇
年
経
ち
、
風
景
は
一
変
し
て
い
ま
し
た
。
家

が
建
ち
並
び
、
各
村
々
に
バ
ザ
ー
ル
が
で
き
、
色
々

な
野
菜
、
果
物
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
痩
せ
て
い

た
家
畜
も
太
り
、
牛
、
羊
、
鶏
肉
を
売
る
店
も
い

く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
四
つ
辻
で
は
、
人
々
の
往

来
が
多
く
、
車
が
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
程
で
し
た
。

　
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち

　

小
学
校
の
下
校
時
間
で
し
ょ
う
か
。
バ
ッ
グ
を

持
っ
た
子
ど
も
達
が
楽
し
そ
う
に
道
に
出
て
来
ま

し
た
。
干
ば
つ
の
時
も
現
地
の
子
ど
も
た
ち
は
良

い
笑
顔
で
い
る
と
、
中
村
先
生
は
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
、
家
族
と
共
に
飢
え
る
こ
と
な
く

食
事
が
で
き
、
い
つ
飛
ん
で
来
る
か
わ
か
ら
な
い

爆
弾
や
銃
声
に
怯
え
る
こ
と
も
な
い
の
で
し
ょ
う
、

本
当
に
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
リ
バ
ン
が
政
権
を
と
っ
て
か
ら
随
分
治
安
が

良
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
色
々
問
題
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
数
十
年
の
間
、
戦
争
と
干
ば
つ

の
中
で
生
き
て
き
た
人
々
に
、
こ
の
平
和
な
時
が

続
く
よ
う
に
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で
干
ば
つ
は
続
き
、
Ｐ

Ｍ
Ｓ
が
手
が
け
た
灌
漑
設
備
に
よ
る
耕
作
可
能
地

域
は
全
土
の
約
二
％
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
診

療
所
の
あ
る
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
で
も
干
ば
つ
が
進
ん

で
い
ま
す
。
今
ま
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
手
が
け
て
い
な
い

新
し
い
地
域
で
の
用
水
路
建
設
候
補
地
も
見
て
来

ま
し
た
。
少
し
ず
つ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
用
水
路
が
他

地
域
に
拡
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
事
務
局
の
会
計

担
当
と
し
て
行
き
ま
し
た
の
で
、
少
し
だ
け
報
告

し
ま
す
。

◉
現
地
訪
問
記
⑥

風
景
は
一
変
し
て
い
ま
し
た

　
　

ペシャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
　
藤
野
洋
子

「菜の花基金」最終報告

　2022年12月にアフガニスタンを訪問し、
中村哲医師、そして伊藤和也君の慰霊の
旅としました。2023年2月13日、伊藤家より、
「菜の花基金」から前回の822万円に加えて
新たに60,303円をご寄付いただきました（総
額3,028万円余）。「菜の花基金」とPMSを
ご支援いただいた皆様に厚く感謝申し上げ
ます。ガンベリ農園ではこの基金で購入した
大型のトラクターが230haの農園で立ち働い
ていました。和也君が丹精込めて育ててい
たサツマイモも幾多の困難を越えてこの地に
根付きました。干ばつの広がるアフガニスタ
ンで、PMSの活動地域では人々の生活が
昔と同じように営まれています。この成果を
もって伊藤和也君の魂に供えさせていただ
きます。　　 （ペシャワール会会長　村上優）
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◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

　　
再
会
の
喜
び

　

私
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル 

サ
ー
ブ
ル
と
申
し
ま
す
。
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
職
員
と
し
て
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
様
々

な
職
務
に
就
き
、
現
在
は
事
務
部
門
の
責
任
者
を

務
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
組
織
で
実
に
多
く
の
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
中
村
先
生
が
亡
く
な

ら
れ
て
か
ら
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
各
事
業
の
動
画
、
写
真

を
撮
影
し
て
日
本
の
本
部
へ
送
る
と
い
う
、
も
う

一
つ
の
任
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
た

ち
Ｐ
Ｍ
Ｓ
へ
活
動
資
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
へ
の
ご
報
告
の
た
め
で
あ
り
、
資
金
が
適

切
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
生
活
を
良
く

す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
で
す
。

　

昨
年
、
日
本
の
事
務
局
の
方
々
が
こ
ち
ら
へ
来

ら
れ
る
と
聞
い
た
時
に
は
大
変
嬉
し
か
っ
た
も
の

で
す
。

　

十
二
月
二
〇
日
、
現
在
一
緒
に
働
い
て
い
る

方
々
、
以
前
働
い
て
い
た
方
々
の
八
人
が
ト
ル
ハ

ム
国
境
を
越
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
が
目
に
入

っ
た
時
、
私
た
ち
は
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
へ
同
行
す
る
道
中
は

と
て
も
幸
せ
に
感
じ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
街
に
到
着
す
る
と
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
事
務
所
へ
直
行
し
て
、
ま
ず
昼
食
。
そ
の
後
、

会
議
を
開
き
、
今
回
の
滞
在
中
に
行
う
べ
き
事
項

を
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
方
々
も
ア
フ
ガ

ン
の
職
員
た
ち
も
大
変
久
し
ぶ
り
に
再
会
出
来
た

こ
と
を
互
い
に
喜
び
合
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
用
水
路
や
農
園
を
視
察

　

翌
日
は
ゴ
シ
ュ
タ
郡
へ
行
っ
て
用
水
路
の
建
設

候
補
地
を
視
察
し
、
大
和
技
師
か
ら
取
水
口
と
用

水
路
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
の
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
カ
マ
第
一
堰
と
第
二
堰
の
視

察
を
終
え
て
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ミ
ラ
ー

ン
事
務
所
で
遅
い
昼
食
を
と
っ
て
か
ら
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
へ
戻
り
ま
し
た
が
、
も
う
夕
方
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
事
務
所
に
寄
ら
ず
ご
一

行
を
宿
へ
送
り
ま
し
た
。

訪
問
を
大
歓
迎
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

ジャ
ラ
ラ
バー
ド
事
務
所
責
任
者

　
　 

ア
ブ
ド
ゥ
ル 

サ
ー
ブ
ル 
サ
ダ
ッ
ト

　

二
二
日
、
私
た
ち
は
カ
シ
マ
バ
ー
ド
の
取
水
口

へ
行
き
、
大
和
技
師
と
私
ど
も
の
技
師
た
ち
が
互

い
に
意
見
を
交
わ
し
つ
つ
、
沈
砂
池
か
ら
の
排
水

路
が
カ
ブ
ー
ル
河
に
合
流
す
る
ま
で
の
全
貌
を
視

察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
ガ
ン
ベ
リ
農
園
へ
。
広

大
な
農
園
内
を
歩
き
な
が
ら
、
私
た
ち
が
育
て
た

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
や
、
豊
か
に
実
っ
て
い
た
オ
レ
ン

ジ
の
果
樹
園
を
見
て
回
り
、
農
園
で
刈
り
取
っ
た

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
汁
を
煮
詰
め
て
黒
砂
糖
を
作

っ
て
い
る
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
ご
一
行
は
釜
で

煮
詰
め
た
後
で
冷
ま
し
て
い
る
状
態
の
も
の
を
味

見
さ
れ
ま
し
た
。
黒
砂
糖
は
作
業
員
た
ち
の
手
で

丸
め
ら
れ
、
バ
ザ
ー
ル
に
出
荷
す
る
の
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
中
村
記
念
公
園
で
の
昼
食
後
、
畜
産

場
の
視
察
を
済
ま
せ
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
へ
戻
り

ま
し
た
。

　

二
三
日
は
週
休
の
金
曜
日
で
し
た
が
、
予
定
さ

れ
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
が
開
か
れ
、
ヌ
ー
ル
ガ
ル
と
ゴ
シ
ュ

タ
に
お
け
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま

し
た
。

　

翌
二
四
日
に
は
、
上
記
の
事
業
計
画
の
候
補
地

と
し
て
デ
ィ
ダ
ー
ル
技
師
が
挙
げ
て
い
た
ロ
ダ
ッ

ト
郡
を
訪
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
日
は
現
在

建
設
中
の
バ
ラ
コ
ッ
ト
用
水
路
現
場
を
視
察
し
、

日
本
の
方
々
は
当
事
業
の
順
調
な
進
捗
に
感
心
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
々
が
日
本
か
ら
来

ら
れ
た
方
々
を
歓
待
、
贈
り
物
も
用
意
し
て
お
り
、

日
本
の
皆
様
も
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
五
日
は
バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
、
カ
シ
コ
ー
ト
を

訪
問
し
て
か
ら
、
ミ
ラ
ー
ン
事
務
所
で
昼
食
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の

会
計
室
を
見
学
し
た
だ
け
で
す
が
、
部
屋
の
中
は

整
頓
さ
れ
て
い
て
、
フ
ァ
イ
ル
類
が
棚
に
整
理
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
最
初

に
購
買
担
当
者
が
当
日
の
購
入
予
定
や
物
価
な
ど

を
報
告
し
、
協
議
が
行
な
わ
れ
、
一
日
の
仕
事
が

始
ま
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
寄
付
が
大
切
に
使
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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好評発売中！

希望の一滴
1650円

中村哲、アフガン最期の言葉 
A5判192頁オールカラー

福岡市中央区天神1-4-1 
☎092（711）5523西日本新聞社

映像記録ＤＶＤ

荒野に希望の灯をともす
～医師・中村哲の35年の軌跡～

［企画］ペシャワール会［製作］日本電波ニュース社

アフガン・緑の大地計画

NHK出版

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足る

中村哲医師の著作等

アフガニスタンで考える

ほんとうのアフガニスタン

～国際貢献と憲法九条～

千代田区神田小川町2-5-1 ☎03（5282）1211

文京区音羽1-16-6 　　　　☎03（5395）8116

台東区蔵前2-5-3 　　　   ☎03（5687）2680

（価格は税込）

1760円

1078円 

726円 

1980円 
1980円 

2200円 
2200円 
1980円 
1980円 

1980円 

1650円 

814円 

2970円［2021年発売］
アフガニスタン
用水路が運ぶ恵みと平和

2970円［’16年発売］

アフガニスタン
干ばつの大地に用水路を拓く

天、共に在り

わたしは「セロ弾きのゴーシュ」

2750円［’12年発売］

中村哲が本当に伝えたかったこと 1760円

アフガニスタン三十年の闘い

光文社

　

二
六
日
、
取
水
口
建
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
ヌ

ー
ル
ガ
ル
地
区
を
訪
問
。
こ
こ
で
は
ク
ナ
ー
ル
州

の
技
師
も
交
え
て
現
場
を
視
察
し
て
互
い
に
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
Ｄ
沈
砂
池
お

よ
び
Ｈ
区
近
傍
の
谷
を
視
察
。
ま
た
、
二
〇
二
一

年
か
ら
水
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
渓
谷
の
上
流
に
位
置
す
る
シ
ュ
キ
ア
ラ
イ
村

の
視
察
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
渓
谷
に
あ
る
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
屋
上
で
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
た
ち
と
楽
し
く
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
診

療
所
の
職
員
た
ち
は
日
本
か
ら
の
訪
問
を
大
変
喜

び
、
心
か
ら
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
七
日
、
再
度
バ
ラ
コ
ッ
ト
地
区
を
訪
問
し
、
取

水
口
と
堰
の
建
設
予
定
地
を
念
入
り
に
観
察
さ
れ
、

大
和
技
師
は
私
ど
も
の
技
師
に
幾
つ
か
助
言
を
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
や
渓
谷
を
見
学

　

二
八
日
、
改
め
て
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
を
訪

問
。
診
察
室
、
ワ
ク
チ
ン
室
、
処
置
室
、
検
査
室
、

薬
品
庫
等
々
全
て
の
設
備
を
視
察
し
て
か
ら
、
医

療
の
職
員
た
ち
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
診
療

所
か
ら
の
帰
り
に
同
渓
谷
の
ソ
リ
ジ
村
と
ブ
デ
ィ

ア
ラ
イ
村
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
か
つ
て
掘
削
し
た
灌
漑
用

井
戸
と
、
修
復
し
た
カ
レ
ー
ズ
を
見
学
し
ま
し
た
。

ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
で
は
干
上
が
っ
た
農
地
が
多
く
、

カ
レ
ー
ズ
も
涸
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
ガ
ン

ベ
リ
農
場
へ
移
動
し
て
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
記

念
塔
の
横
の
農
園
を
農
業
責
任
者
の
案
内
で
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
九
日
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
灌
漑
局
の
方
々
へ
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
に
対
し
て
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
一
行
の
う
ち
の
五
名
が
帰
国
の
た
め

出
立
さ
れ
ま
し
た
。
残
る
三
名
の
方
々
は
一
月
四

日
ま
で
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
滞
在
し
、
用
水
路
や

農
業
事
業
の
現
場
及
び
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所

の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
視
察
を
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
と
ま
た
お
会
い
で
き
ま
す
機
会
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
診
療
所
の
日
常
業
務

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
職
員
で
医
師
の
ハ
フ
ィ
ズ
ラ
ー

と
言
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
勤
め

て
い
ま
す
。
今
日
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
日

常
業
務
と
去
年
の
出
来
事
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
私
た
ち
の
診
療
所
は
外
来
患

者
の
診
療
の
み
を
行
う
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
（
ベ
ー
シ
ッ
ク 

ヘ

ル
ス
セ
ン
タ
ー
）
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
以

下
に
記
し
ま
す
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
は
患
者
に
保
健
教
育

医
療
体
制
の
強
化
・
拡
大
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
ダ
ラ
エヌ
ー
ル
診
療
所
医
師

　 

ハ
フ
ィ
ズ
ラ
ー 

カ
ニ



18ペシャワール会報　No.1552023年4月1日

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
核
患
者
及
び
コ
ロ
ナ
の
疑
い
が
あ
る
患
者
は

他
の
患
者
か
ら
隔
離
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
の
一
般
診
療
時
間
は
毎
朝
八
時
か
ら
十

二
時
半
。
勤
務
医
は
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
ハ
ミ
ド
ゥ

ラ
ー
と
私
の
二
人
で
す
。

　

外
来
で
は
無
料
で
以
下
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

⑴
母
子
衛
生
：
産
前
産
後
の
ケ
ア
、
家
族
計
画
指

導
お
よ
び
出
産
。
助
産
師
一
名
、
助
手
一
名
。

　

⑵
ワ
ク
チ
ン
：
五
歳
以
下
の
幼
児
と
出
産
年
齢

女
性
が
対
象
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
者
二
名
。

　

⑶
検
査
：
ル
ー
チ
ン
検
査
お
よ
び
結
核
の
疑
い

の
あ
る
患
者
の
喀か
く

痰た
ん

検
査
。
検
査
技
師
二
名
。

　

⑷
薬
局
：
同
診
療
所
で
は
良
質
か
つ
十
分
な
量

の
薬
剤
使
用
を
保
持
。

　

⑸
看
護
：
あ
ら
ゆ
る
看
護
処
置
（
注
射
、
創
傷
の

手
当
、
小
手
術
、
他
）
が
出
来
る
看
護
師
が
在

勤
。

　

⑹
二
四
時
間
診
療
体
制
。

　
二
〇
二
二
年
の
出
来
事

　

診
療
所
で
は
二
〇
二
二
年
に
以
下
の
よ
う
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

⑴
年
初
に
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
六
郡
で
栄
養
失
調

児
と
妊
産
婦
を
対
象
に
食
糧
配
布
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
。
一
郡
あ
た
り
食
糧
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
小
麦
粉
五
〇
キ
ロ
、
米
十
二
・
五
キ
ロ
、
調
理
油

五
リ
ッ
ト
ル
、
豆
三
・
五
キ
ロ
）
三
〇
〇
セ
ッ

ト
を
配
布
。

　

⑵
診
療
所
内
に
男
性
専
用
の
待
合
室
を
設
置
。

　

⑶
国
際
救
済
委
員
会
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
）
が
当
診
療
所
用

に
五
㎾
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
機
を
設
置
。

　

最
も
重
要
な
出
来
事
は
十
二
月
二
〇
日
に
日
本

か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
メ
ン
バ
ー
な
ど
八
名
が
訪
問

さ
れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
を
視
察
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

当
診
療
所
に
は
十
二
月
二
六
日
と
二
八
日
の
二
回

お
見
え
に
な
り
、
二
回
目
は
診
療
所
の
全
て
の
部

門
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

　

ジ
ア
医
師
、
サ
ー
ブ
ル
ジ
ャ
ン
、
デ
ィ
ダ
ー
ル
技

師
も
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
か
ら
同
行
し
、
昼

食
後
に
全
員
で
会
議
を
も
ち
ま
し
た
。

　

同
会
議
で
は
当
地
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

性
を
互
い
に
理
解
し
ま
し
た
。
Ｂ
Ｈ
Ｃ
レ
ベ
ル
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
で
は
不
十
分
で
、
可
能
で
あ
れ
ば

Ｃ
Ｈ
Ｃ
（
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
）
あ
る
い
は
Ｄ
Ｈ
（
郡

病
院
）
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
住
民
が
希
望
し

て
い
る
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。
同
地
域
の
住
民

は
貧
し
く
、
治
療
を
受
け
る
た
め
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
市
ま
で
行
く
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
皆
様
の

寛
大
な
ご
支
援
が
い
た
だ
け
る
な
ら
大
変
あ
り
が

た
い
の
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
村
上
と
シ
ス
タ
ー
藤
田
は

我
々
の
要
請
を
受
け
入
れ
、
診
療
所
の
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
を
約
束
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
た
だ
現
在

の
診
療
所
は
手
狭
な
た
め
、
Ｃ
Ｈ
Ｃ
レ
ベ
ル
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
診
療
所
に
隣
接
す
る
土
地
を
購
入
し
て
拡
張
す

る
計
画
で
、
土
地
所
有
者
と
の
協
議
を
早
急
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ひ
と
り
の
ア
フ
ガ
ン
人
と
し
て
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
さ
ま
が
、
尋
常
で
な
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
私
た
ち
に
対
し
、
医
療
だ
け
で

は
な
く
農
業
や
灌
漑
と
い
う
分
野
で
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
私
自
身
、
こ
の

人
生
の
終
わ
る
日
ま
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
の
任
務
を
誠
実

に
遂
行
す
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じハガ
キ
（
官
製ハ

ガ
キ
・
年
賀ハガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

外
国
の
切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

視察団に診療所の業務を説明するハフィズラー医師。（22年12月28日）



19 2023年4月1日ペシャワール会報　No.155

　
外
国
人
の
干
渉
へ
の
苛
立
ち

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
日
本

か
ら
遠
い
国
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
の
ソ
連
軍
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
と
、
そ
れ
に
続
く
西
側
各

国
の
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
、

六
〇
〇
万
人
に
上
る
難
民
流
出
は
、
当
時
、
世
界

の
注
目
を
集
め
た
。
し
か
し
、
ソ
連
＝
カ
ブ
ー
ル

政
府
軍
と
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ン
・
ゲ
リ
ラ
と
の
死
闘

と
一
〇
〇
万
人
以
上
の
犠
牲
と
い
う
歴
史
的
事
実

を
よ
そ
に
、
ア
フ
ガ
ン
問
題
は
次
第
に
人
々
の
記

憶
か
ら
薄
ら
い
で
い
っ
た
。

　

再
び
人
々
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
記
憶
を
よ
み

が
え
ら
せ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
四
月
、
米
ソ
主

導
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
和
平
協
定
の
妥
結
と
ソ
連
軍
撤

退
開
始
で
あ
る
。
そ
の
後
、
パ
キ
ス
タ
ン
大
統
領

ジ
ア
ウ
ル
・
ハ
ク
の
爆
殺
事
件
、
軍
事
政
権
の
倒

壊
、
ベ
ナ
ジ
ル
・
ブ
ッ
ト
に
よ
る
人
民
党
政
府
の

誕
生
と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
情
勢
に
世
界
は

注
目
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
や
が
て
噴
出
す
る
世
界
秩
序

再
編
成
の
前
奏
曲
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン

の
壁
の
撤
去
や
ル
ー
マ
ニ
ア
の
政
変
な
ど
、
劇
的

な
東
欧
の
動
き
や
ア
ラ
ブ
世
界
の
動
乱
に
世
界
の

耳
目
は
引
き
つ
け
ら
れ
、
再
び
ア
フ
ガ
ン
問
題
は

片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

だ
が
、
デ
タ
ン
ト
（
緊
張
緩
和
）
の
動
き
に
沸
き

返
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
関
心
を
よ
そ
に
、
多

く
の
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
で
は
何
が
起
こ
り
つ

つ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
九
〇
年
五
月
、
酷
暑
の
到
来
と
共
に
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
周
辺
の
ア
フ
ガ
ン
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
一
つ
の
転
換
期
を
告
げ
る
事

件
が
続
い
て
い
た
。
文
字
通
り
暑
い
夏
の
始
ま
り

で
あ
っ
た
。
十
一
年
余
に
及
ぶ
長
い
難
民
生
活
に

疲
れ
は
て
た
人
々
の
間
に
、
外
国
人
の
干
渉
に
対

す
る
苛
立
ち
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
同
時
に
、
デ

タ
ン
ト
の
煽あ
お

り
を
食
ら
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
自
身
も

「
前
線
国
家
」
と
し
て
の
意
味
を
失
い
、
次
第
に
混

迷
の
度
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
一
九
八
六
年
ご
ろ
ま
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
内
乱
は
、
強
大
な
侵
略
者
に
果
敢
に
立
ち

向
か
う
素
朴
な
民
衆
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
顔
が
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
、
理
屈
を
超
え
て
わ
れ
わ
れ
に

感
銘
を
与
え
る
何
物
か
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
米
国
の
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
側
へ
の
本

格
的
な
介
入
は
、
ア
フ
ガ
ン
紛
争
自
体
を
、
ま
る

で
超
大
国
ど
う
し
の
代
理
戦
争
の
よ
う
な
様
相
に

転
じ
さ
せ
、
続
く
米
ソ
和
解
に
よ
る
一
九
八
九
年

二
月
の
ソ
連
軍
の
撤
退
後
は
、
抵
抗
勢
力
内
部
の

政
治
権
力
闘
争
が
激
化
し
て
、
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ン
・

ゲ
リ
ラ
組
織
の
戦
闘
員
も
傭
兵
化
し
て
い
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
今
や
、
内
部
に
と
ど
ま
る
者

も
難
民
と
な
っ
た
者
も
、
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
か

れ
て
い
る
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
に
釘
づ
け
に
さ
れ
た
三
二
〇
万
人
の

難
民
た
ち
も
、「
宿
敵
オ
ル
ー
ス
（
ロ
シ
ア
人
）」
が

引
き
揚
げ
た
現
在
、
党
派
の
戦
い
に
動
員
さ
れ
る

意
味
を
疑
い
始
め
て
い
た
。
外
国
人
の
干
渉
に
苛

立
ち
を
覚
え
る
心
情
が
難
民
た
ち
の
間
に
広
が
り
、

そ
の
鬱
憤
の
矛
先
は
、
外
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
援
助

団
体
）
に
も
向
け
ら
れ
た
。
欧
米
系
の
団
体
に
対
す

る
度
重
な
る
暴
動
・
略
奪
事
件
の
発
生
で
あ
る
。

　

ま
ず
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
外
国
人
に
よ

る
「
戦
争
未
亡
人
の
世
話
」
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
っ
た
。

　

四
月
二
六
日
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
市
内
の
ナ
セ
ル

バ
ー
グ
・
キ
ャ
ン
プ
で
暴
動
が
発
生
、
ム
ッ
ラ
ー

（
イ
ス
ラ
ム
僧
）
に
扇
動
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ン
住
民
約

一
万
人
が
、
キ
リ
ス
ト
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｓ
Ｎ

Ｉ
（Shelter N

ow
 International

）
の
施
設
を
襲
撃
、

略
奪
の
限
り
を
尽
く
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
同
団
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
壊
滅
、

活
動
の
閉
鎖
を
宣
言
す
る
と
共
に
、
カ
ナ
ダ
や
米

国
大
使
館
を
通
じ
て
「
パ
キ
ス
タ
ン
連
邦
政
府
の

管
理
不
行
き
届
き
」
に
抗
議
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン

連
邦
政
府
難
民
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
表
向
き
は

中
村
哲
医
師
ア
ー
カ
イ
ブ
（
随
時
掲
載
）   　
＊
「
週
刊
エコ
ノ
ミ
ス
ト
」（
一
九
九
〇
年
十
月
二
三
日
）

ア
ジ
ア
の
同
胞
と
し
て
の
目
の
高
さ
を
失
わ
ず
、

現
地
と
苦
楽
を
分
か
ち
合
う
　
　
　
　
　
　
　
中
村 

哲
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遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
が
、
事
実
上
無
視
し
た
。

　

同
様
の
事
件
は
、
周
辺
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に

次
々
と
飛
び
火
し
た
。
一
九
九
〇
年
五
月
に
は
、

Ｉ
Ｒ
Ｃ
（International R

escue C
om

ittee

）
な
ど

の
主
要
欧
米
団
体
が
襲
わ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｉ
の
指
導
者

の
暗
殺
未
遂
事
件
が
発
生
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
本
国
内
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
国
境
な

き
医
師
団
）
が
追
放
さ
れ
、
一
部
は
殺
害
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
一
〇
〇
以
上
に
上
る
外
国
救
援
団
体
は
、

撤
退
あ
る
い
は
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ソ

連
軍
撤
退
後
の
「
難
民
救
済
」・「
復
興
援
助
」
ラ

ッ
シ
ュ
の
狂
宴
は
終
息
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
〝
犬
〟
扱
い
さ
れ
た
難
民

　

欧
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
で
は
「
犬
で
さ
え
も
何
年
も
世

話
に
な
っ
た
恩
を
忘
れ
ぬ
」
と
の
言
葉
を
引
用
し

て
反
応
し
、
彼
ら
の
援
助
哲
学
の
低
劣
さ
を
暴
露

し
た
。
そ
こ
に
は
、
難
民
を
犬
以
下
呼
ば
わ
り
し
、

現
地
事
情
や
人
々
の
習
慣
や
心
情
を
理
解
で
き
ぬ

ま
ま
独
り
歩
き
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ロ
テ
ス

ク
な
肥
大
、
騒
々
し
い
自
己
宣
伝
、
西
欧
的
な
価

値
判
断
の
絶
対
化
と
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　

米
英
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
調
の
多
く
も
「
恩

知
ら
ず
」
と
す
る
コ
メ
ン
ト
に
変
わ
り
は
な
く
、
背

後
に
イ
ス
ラ
ム
・
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
（
原

理
主
義
）
の
影
響
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
あ
ま
り
の
認
識
不
足
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
に
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
を

ソ
連
へ
の
対
抗
勢
力
と
し
て
軍
事
援
助
し
て
き
た

の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
米
国
で
あ
っ
た
。
過
激
な
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
が
反
米
的
要
素
を
孕は
ら

ん
で
い
る

こ
と
を
知
り
つ
つ
、
あ
え
て
彼
ら
は
武
器
援
助
を

行
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
八
月
の
米

国
議
会
決
議
に
よ
る
膨
大
な
武
器
供
与
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
荒
廃
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
治
安
の
悪

化
に
十
分
貢
献
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
現
地
住
民

は
、
世
界
戦
略
遂
行
の
た
め
の
将
棋
の
駒
に
す
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

英
国
統
治
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る
、
こ
の
傍
若
無

人
の
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
こ
そ
が
、
現
在
の
中
東
世

界
の
混
乱
の
一
大
要
因
を
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
駆
け
つ
け
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
大
部
分
に

悪
意
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
は

本
当
に
現
地
住
民
の
立
場
を
理
解
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
か
。
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
い
て
女
性
の
問
題

は
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ
る
。
狙
い
撃
ち
に
さ

れ
た
欧
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
身
寄
り
の

な
い
寡
婦
の
世
話
」
や
「
女
性
の
教
育
と
地
位
向

上
」
は
、
確
か
に
自
国
で
は
受
け
た
で
あ
ろ
う
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
伝
統
社
会
を
み
く
び
っ
て
い
た
。

公
衆
の
面
前
で
男
女
が
抱
き
合
っ
て
も
平
気
な
西

欧
人
た
ち
が
「
未
亡
人
の
世
話
」
を
す
る
と
あ
っ

て
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
風
習
を
か
た
く
な
に
守
り
続

け
る
ア
フ
ガ
ン
人
た
ち
に
ど
う
映
る
で
あ
ろ
う
。

　

い
か
に
不
合
理
に
見
え
て
も
、
そ
こ
に
は
そ
こ

の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
ほ
か

な
ら
ぬ
ソ
連
＝
カ
ブ
ー
ル
政
権
が
女
性
解
放
を
説

き
、
急
進
的
な
近
代
化
を
強
要
し
て
猛
反
発
を
く

ら
い
、
内
乱
の
き
っ
か
け
を
成
し
た
事
実
を
彼
ら

は
忘
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
性
急
に
自
分
た
ち
の
価

値
尺
度
を
押
し
つ
け
る
点
で
は
西
側
も
ソ
連
と
同

じ
対
応
を
し
た
わ
け
だ
。
そ
の
あ
げ
く
が
、
各
国

政
府
を
通
じ
た
国
際
的
な
恫ど
う

喝か
つ

で
あ
っ
た
。
パ
キ

ス
タ
ン
政
府
関
係
者
が
お
そ
ら
く
内
心
「
内
政
干

渉
」
だ
と
黙
殺
し
た
の
は
、
当
然
と
も
言
え
よ
う
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
わ
れ
わ
れ
が
目
に
し
た
の
は
、

援
助
と
い
う
名
の
干
渉
、
低
開
発
国
に
対
す
る
配

慮
の
な
さ
と
優
越
感
で
あ
っ
た
。「
世
界
秩
序
の
再

編
」
と
は
、
底
辺
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
は
干

渉
と
圧
迫
で
あ
り
、
混
乱
の
別
の
形
態
に
す
ぎ
な

い
。
二
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
犠
牲
と
国
土
の

荒
廃
、
収
拾
の
つ
か
ぬ
混
乱
に
誰
が
ど
う
責
任
を

と
る
の
か
。

　

米
国
が
も
て
は
や
す
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
「
民
主

政
権
の
誕
生
」
も
、
一
九
九
〇
年
八
月
、
わ
ず
か

二
年
を
待
た
ず
に
崩
壊
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

混
乱
は
形
を
変
え
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
輸
入
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
各
国
に
よ
る
難
民
援

助
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
の
騒
ぎ
は
終
わ

り
、
外
国
人
は
徐
々
に
引
き
揚
げ
始
め
る
。
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
は
、
二
五

％
の
予
算
大
幅
削
減
を
公
表
し
た
。

　

間
接
的
に
、
こ
れ
ら
欧
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国
連
の
大

口
ス
ポ
ン
サ
ー
に
さ
せ
ら
れ
て
き
た
日
本
政
府
は
、

す
で
に
難
民
援
助
の
見
直
し
を
始
め
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
世

界
食
糧
計
画
）
や
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
（
国
連
補
給
部
）

を
中
心
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
部
の
支
援
に
力

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
然
の
結

末
と
言
え
よ
う
。

　

我
々
は
こ
の
動
き
を
歓
迎
す
る
。
最
近
、
国
境

沿
い
の
地
帯
で
は
難
民
帰
還
の
動
き
が
静
か
に
始

ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
復
興
援
助
の
結
実
で
は

な
く
、
む
し
ろ
援
助
停
止
に
よ
る
平
和
の
結
実
だ
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か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
派
手
に
喧
伝
さ
れ
た
国

連
に
よ
る
地
雷
撤
去
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
サ
ラ
ー
ム
」
に
し
て
も
、
当
の
現
地

住
民
の
方
が
処
理
方
法
を
は
る
か
に
よ
く
熟
知
し

て
い
た
。
復
興
援
助
は
、
外
国
人
の
お
祭
り
騒
ぎ

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
誇
張
で
は
な
い
。

　
地
に
つ
い
た
草
の
根
か
ら
の
ア
ジ
ア
理
解

　

実
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
は
こ
れ
か
ら

な
の
で
あ
る
。
我
々
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
（Japan-A

fghan 
M

edical Service

）
は
、
一
九
八
六
年
以
来
、
小
規

模
な
が
ら
現
地
に
と
ど
ま
っ
て
活
動
を
続
け
て
い

る
が
、
現
場
を
無
視
し
た
欧
米
各
国
の
援
助
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
苦
々
し
く
見
て
き
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
は
、
こ
れ
ら
外
国
人
に

活
躍
場
所
を
提
供
す
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
彼
ら
が
求
め
て
い
る
の
は
、
干
渉
な

き
平
和
で
あ
り
、
彼
ら
の
立
場
に
立
っ
た
村
お
こ

し
と
国
土
再
建
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
チ
ー
ム
は
総
勢
四
〇
人
と

い
う
小
さ
な
所
帯
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
民
間
の

良
心
を
結
集
し
、
荒
廃
し
た
国
土
を
医
療
側
か
ら

担
お
う
と
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
数
人
の
日
本
人

を
除
い
て
す
べ
て
ア
フ
ガ
ン
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
外
国
人
に
よ
る
干
渉
や
押
し
付
け
を

徹
底
的
に
排
除
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
人
に
よ
る
ア
フ

ガ
ン
人
の
た
め
の
活
動
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
目
的
は
、
長
期
的
展
望
で
現

地
の
人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
無
医
地
区
で
の
モ

デ
ル
診
療
態
勢
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
東
部
山
岳

地
帯
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
村

お
こ
し
に
向
け
た
医
療
側
か
ら
の
協
力
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
に
は
長
い
長
い
年
月
と
試
行
錯
誤
、

根
気
の
い
る
相
互
の
異
文
化
理
解
を
要
す
る
。
壊

滅
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
村
は
数
千
に
及
び
、

国
土
の
半
分
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
匹
敵
す
る
爆
弾

に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
た
と
言
わ
れ
る
。
わ
れ
わ

れ
の
チ
ー
ム
が
国
境
地
帯
で
見
た
惨
状
は
、
ほ
と

ん
ど
正
視
に
堪
え
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
復
興

に
は
十
年
、
二
〇
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
時

間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
業
績
」
に
縛
ら
れ
ぬ
わ
れ
わ
れ
は
慌
て
な
い
。

徹
底
し
て
、
ア
ジ
ア
の
同
胞
と
し
て
の
目
の
高
さ

を
失
わ
ず
、
い
か
に
非
能
率
に
見
え
て
も
自
力
更

生
援
助
を
鉄
則
と
し
、
傍
ら
か
ら
見
守
る
方
針
を

貫
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
日
本
か
ら
支
え

る
主
力
が
、
病
院
組
織
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
主

婦
・
学
生
層
に
至
る
ま
で
広
が
る
、
個
々
の
動
機

に
基
づ
く
日
本
の
良
心
の
底
力
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
現
地
と
苦
楽

を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
黙
々
と
活
動
を
継
続
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
地
に
つ
い
た
草
の

根
か
ら
の
ア
ジ
ア
理
解
と
、
利
害
を
超
え
た
真
の

友
好
が
芽
生
え
る
も
の
と
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

欧
米
各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
浮
足
立
つ
中
で
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｓ
は
着
実
に
そ
の
活
動
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
日

本
側
か
ら
の
補
給
態
勢
を
強
化
し
つ
つ
、
一
九
九

〇
年
八
月
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
東
部
を
に

ら
む
地
域
に
支
部
を
置
き
、
流
動
す
る
情
勢
の
中

で
待
機
し
て
い
る
。

「
ア
ジ
ア
の
辺
境
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
」
か
ら
見
る

と
、
デ
タ
ン
ト
や
自
由
化
を
屈
折
し
た
気
持
ち
で

眺
め
ざ
る
を
得
な
い
。
た
ま
た
ま
ド
イ
ツ
か
ら
帰

任
し
た
ば
か
り
の
同
僚
の
シ
ス
タ
ー
は
、
そ
っ
け

な
く
、
し
か
し
正
確
に
東
欧
と
ド
イ
ツ
情
勢
の
コ

メ
ン
ト
を
し
た
。

「
現
在
の
オ
イ
フ
ォ
リ
ー
（
多
幸
状
態
）
は
、
や
が

て
別
の
苦
悩
に
置
き
換
わ
る
。
何
度
わ
れ
わ
れ
は

歴
史
に
欺
か
れ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
第
一
、
だ

か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
は
ど
う
だ

っ
て
い
う
の
。
同
じ
こ
と
だ
わ
…
…
」

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
ら
公
言
す
る
「
社
会
主
義
の

死
」
と
は
、
宿
敵
を
失
っ
た
カ
ネ
社
会
の
国
際
的

膨
張
で
あ
る
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
含
め
て
、
彼

ら
の
い
う
世
界
新
秩
序
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
秩
序

で
あ
る
。
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
国
際
化

と
は
西
欧
的
近
代
化
で
あ
り
、
伝
統
社
会
に
破
壊

的
に
作
用
す
る
。
そ
れ
は
、
カ
ネ
社
会
に
特
有
な
、

野
放
図
な
商
品
化
と
欲
望
の
解
放
、
西
欧
的
な
非

個
性
化
を
意
味
す
る
。

「
社
会
主
義
の
神
話
の
崩
壊
」
を
笑
う
こ
と
は
た

や
す
い
。
さ
ら
に
、
欠
陥
だ
ら
け
の
ア
ジ
ア
民
族

主
義
の
変
質
を
批
判
す
る
に
も
、
材
料
に
こ
と
欠

か
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
い
か
に
野
蛮
で
無
駄
な

あ
が
き
に
見
え
て
も
、
私
は
、
ア
ジ
ア
の
伝
統
社

会
の
抵
抗
と
、
少
な
く
と
も
理
想
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
き
た
「
底
辺
か
ら
の
平
等
」
へ
の
希
求
を
笑

い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
つ
て
欧
米
の
植
民

地
支
配
下
に
呻し
ん

吟ぎ
ん

し
た
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
希
望
の

シ
ン
ボ
ル
は
色
褪
せ
た
と
い
え
、
そ
の
根
底
に
あ

る
、
も
の
言
わ
ぬ
民
衆
の
情
念
を
我
々
は
理
解
せ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ア
ジ
ア
に
は
ア
ジ
ア
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
独
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「
医
者
な
の
に
、
用
水
路
を
作
っ
た
人
が
い
た
ん

だ
」

　

私
は
中
村
さ
ん
が
銃
撃
事
件
で
亡
く
な
っ
た
時
、

初
め
て
彼
の
存
在
を
知
り
、
当
初
は
そ
ん
な
印
象

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
村
さ
ん
の
母

校
で
あ
る
福
岡
高
校
に
入
学
し
、
学
ん
で
み
る

と
、
も
っ
と
他
に
注
目
す
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
今
の
私
が
思
う
、
中
村
さ
ん
の

最
も
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
以
上
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
人
々
の
伝
統
や
文
化
を
尊
重
し
、
優
劣
を
つ

け
な
い
こ
と
。
目
の
前
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
助
け
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
武
力

で
は
何
も
解
決
し
な
い
と
い
う
考
え
を
貫
き
行
動

し
て
い
た
こ
と
。
私
た
ち
は
自
然
に
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う

な
当
た
り
前
に
思
え
る
こ
と
を
、
一
貫
し
て
持
ち

続
け
る
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
中
村

さ
ん
は
そ
れ
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
人
々
の
信
頼

を
得
て
、
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
の
だ
と
考
え
ま

し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
考
え
方
を
、
福
岡
高
校
の
後
輩
た

ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
。
そ
の
よ
う

な
思
い
で
二
〇
二
一
年
、
高
校
に
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
班
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
活
動
を
し
て
い
く

中
で
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
一
緒
に
活
動
を
進
め
た
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
班
の
メ
ン
バ
ー
。
藤
田
看
護
師
は
じ

め
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
方
々
、
映
画
監
督

の
谷
津
さ
ん
、
報
道
陣
の
方
々
。
九
州
大
学
の
学

生
さ
ん
、
全
国
の
大
学
生
や
中
学
生
の
仲
間
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
班
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

る
方
々
。
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
方
と
思
い
を

共
有
し
、
新
た
な
発
見
を
得
な
が
ら
、
活
動
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
今
を
知
り
、
少
し
で

中
村
哲
先
輩
か
ら
広
がっ
た
世
界

　
　

　
　 

福
岡
高
校
ペシャ
ワ
ー
ル
班
三
年
　

邊へ
ん

見み

紗さ

来ら

自
性
と
価
値
観
が
あ
る
。
最
近
の
日
本
で
は
、「
進

歩
的
な
識
者
」
さ
え
「
狭
い
地
域
主
義
の
弊
害
」

を
説
き
、
あ
た
か
も
国
際
化
が
文
化
的
な
異
質
性

を
放
棄
し
た
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
よ
う
な
錯
覚
を

与
え
る
向
き
も
あ
る
。
コ
メ
市
場
開
放
の
論
議
に

し
て
も
、
上
か
ら
下
ま
で
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
は
経

済
効
率
論
が
主
調
を
な
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の

ア
ジ
ア
へ
の
愛
着
も
、
コ
メ
へ
の
執
着
も
、
時
代

錯
誤
の
郷
愁
や
旧
習
墨
守
の
地
域
主
義
と
し
て
葬

り
去
ら
れ
か
ね
な
い
時
代
と
な
っ
た
。

　
日
本
の
危
機
と
ア
ジ
ア
の
危
機

　

今
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
世
界
と
日
本
を
見
る

時
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
一
つ
の
時
代
の
転
回
点

に
突
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
戦
争
が
、
一
つ
の

極
端
な
外
交
手
段
と
す
れ
ば
、
経
済
的
超
大
国
日

本
の
援
助
も
ま
た
、
強
大
な
軍
事
力
に
も
匹
敵
す

る
影
響
力
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
国
際
援
助
の
質
が

問
わ
れ
る
今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
秩
序
の
動
き
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
ア
ジ
ア
新
秩
序
」
を
、
そ

し
て
そ
れ
を
通
し
て
真
の
「
地
球
新
秩
序
」
を
求

め
、
ア
ジ
ア
の
同
胞
へ
の
生
き
た
理
解
と
相
互
扶

助
へ
独
自
の
模
索
が
始
ま
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
る
。

　

す
べ
て
が
、
目
先
の
経
済
効
率
や
カ
ネ
で
済
む

と
は
限
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
売
り
渡
し
て
は
な

ら
ぬ
も
の
も
あ
る
。
叫
ば
れ
て
久
し
い
「
東
西
問

題
か
ら
南
北
問
題
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
今

こ
そ
陳
腐
な
死
語
で
は
な
く
、
日
本
を
蝕む
し
ばみ
つ
つ

あ
る
拝
金
主
義
と
交
差
す
る
。
日
本
の
危
機
と
ア

ジ
ア
の
危
機
は
一
体
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
。

福岡高校ペシャワール班のメンバー（2022年５月）

も
支
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
は
、
私
の
何
倍
も
、
そ
れ

を
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
高

校
を
卒
業
し
た
後
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
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私
が
所
属
し
て
い
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
班
は
、
邊
見

先
輩
が
福
岡
高
校
で
立
ち
上
げ
た
、
ま
だ
ま
だ
歴

史
の
浅
い
団
体
で
す
。
中
村
医
師
の
母
校
で
あ
る

福
岡
高
校
で
、
お
人
柄
や
考
え
を
生
徒
や
地
域
の

方
々
に
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
班
に
所
属
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
中

村
医
師
の
著
書
や
藤
田
千
代
子
さ
ん
の
お
話
か
ら

中
村
医
師
の
活
動
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
す
ご
さ

に
衝
撃
を
受
け
る
ば
か
り
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
今

ま
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
中
村
医
師
に
つ
い
て
知

っ
た
つ
も
り
で
も
、
更
に
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
ま
た
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る

繰
り
返
し
発
見
す
る
中
村
医
師
の
魅
力

　
　

　
　 

福
岡
高
校
ペシャ
ワ
ー
ル
班
一
年
　古

賀
翔
一
朗

こ
と
の
繰
り
返
し
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
一
人
の

人
間
に
つ
い
て
の
発
見
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
の

は
、
中
村
医
師
が
奥
深
い
人
間
性
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
中
村
医
師
に
惹

き
つ
け
ら
れ
る
理
由
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

福
岡
高
校
は
長
い
歴
史
を
持
つ
高
校
で
す
が
、

中
村
医
師
の
活
動
を
引
き
継
い
で
い
く
伝
統
は
生

ま
れ
た
ば
か
り
で
す
。
邊
見
先
輩
が
作
っ
て
く
れ

た
伝
統
を
福
岡
高
校
の
伝
統
に
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
二
〇
二
三
年
二
月
記
）

も
支
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
は
、
私
の
何
倍
も
、
そ
れ

を
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
高

校
を
卒
業
し
た
後
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を
微
力
な
が
ら
も
支
え
て
い
き

た
い
で
す
。
皆
さ
ん
と
い
つ
か
出
会
え
る
こ
と
を

本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
二
〇
二
三
年
二
月
記
）

PMSの動き

11月7日～12月20日　マルワリード用
水路 I 区から 3km のライニング工
事。

12月20日～1月2日　マルワリードⅡ堰
上流の河道整備。

12月20日～1月4日　ペシャワール会か
らの視察団を案内。

1月14日～1月23日　シェイワ堰上流の
堆積土砂の浚渫作業。

2月4日　バラコット事業、灌漑予定地か
ら取水地点までの崖掘削完了。

＊表紙写真によせて＊

ある日のバラコット工事現場
　いつものPMS方式とは異なる手法、新たな挑
戦。日本の感覚では灌漑効果の割に大それた危
険な工事。しかし彼らには突き進む理由がある。
長年の干ばつと戦乱によって、この地域の人々は
非常に貧しく、十分な食べ物も職もない。
　着工前のオンライン会議。「PMSはそもそも医
療団体なのだから安全第一で進めるように ! 」半
分冗談、半分心配を含んだ日本側からのゴーサ
インに、彼らは笑って応えた。
　４カ月後、そびえる崖を切り拓く最も厳しい工
程が、無事完了した。ファヒーム技師が作業員
を労い、今後の水路工事に向けて皆を鼓舞する。
現場を束ねる彼の姿をみて、以前、中村医師が
日本へ送った報告書の一節が浮かんでくる。
 “水利施設が設計図とアイデアだけでできると
思っている人はいませんか。寒風と冷雨をついて、
働く人々が居てのことです。（中略）ここでは、人
間は戦い、働くアリなのだ。実

じつ

を重んずる気風は、
労働から生まれる”（2013年11月）
　技術書には書き記されていないもう一つのPMS
方式が、そこにあるようだ。
　今、現場では多くの地元の村人が働いている。
この戦いがやがて果樹園をつくり、実をつけるそ
の日だけ目指して。
　水は流れてくれるだろうか。遠く離れた日本の
室内で、体を動かさず心配ばかり繰り返す。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
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会　
　
　

則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
カ
イ
バ
ル 

パ
ク
ト
ゥン
ク
ワ
州
）

な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な

ど
を
支
援
し
、
必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と

と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇

円
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら

創
意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動

を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て

活
動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任

し
、
会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会

計
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一
〇—

〇
〇
〇
三  

福
岡
市
中
央
区
春

吉
一
―
一
六
―
八  

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
天
神
南
六
〇
一

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二 

内
に
お
く
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
原
則
と
し
て
毎
年

六
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
事
務
局
だ
よ
り

＊
今
号
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
視
察
の
特
集
で
す
。
初
め
て

現
地
を
訪
れ
た
支
援
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
フ
ガ
ン
の
自
然

と
人
の
営
み
の
ス
ケ
ー
ル
感
に
圧
倒
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
今
回
の
視
察
報
告
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
て

お
り
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
写
真
な
ど
も
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

視
察
中
の
十
二
月
二
四
日
、
タ
リ
バ
ン
政
権
は
、
女
性
が

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
く
こ
と
を
禁
止
し
ま
し
た
が
、
医
療
団
体
は
例

外
の
よ
う
で
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
も
医
療
職
と
し
て
ダ
ラ
エ
ヌ
ー

ル
診
療
所
で
女
性
が
従
来
か
ら
就
労
し
て
お
り
、
現
在
も
変

わ
ら
ず
、
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
一
九
八
三
年
に
発
足
、
今
年
で
四
十

年
に
な
り
ま
す
。
発
足
当
時
に
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
世

代
が
中
村
医
師
の
偉
業
を
伝
え
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

母
校
で
あ
る
福
岡
高
校
の
後
輩
た
ち
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
中
村
医
師
が
度
々
訪
れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
灌
漑
方
式
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
山
田
堰
が
あ
る
福
岡
県
朝
倉
市
の
大
福
小
学
校
で

は
昨
秋
、
劇
と
歌
で
中
村
医
師
を
称
え
ま
し
た
。
小
学
生
が

作
詞
し
た
歌
詞
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
♫
中
村
哲
さ
ん
を

知
っ
て
い
ま
す
か
（
略
）
今
も
あ
な
た
の　

そ
の
願
い　

大

事
な
命　

守
る
こ
と　

こ
れ
か
ら　

僕
た
ち　

私
た
ち　

思

い
や
活
動　

受
け
継
ご
う
♫

　

中
村
医
師
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
二
十
周
年
を
迎
え
た
際
、

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
幸
運
と
で
も
言
う
べ
き
で
、
業
績
を
誇

る
わ
け
で
も
な
く
、
淡
々
と
な
す
べ
き
任
務
を
こ
な
し
、
多

く
の
人
々
の
支
持
を
集
め
て
き
た
」
と
記
し
ま
し
た
。
今
後

も
そ
う
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
中
村
医
師
が
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
報
に
書
か
れ
た
文
章
を
集
大
成
す
る
『
中
村
哲　

思

索
と
行
動
』（
上
・
下
）
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。
上
巻
は
本
年

五
月
末
発
売
予
定
で
す
。

＊
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
現
地
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
二
〇
〇
五
年
～
〇
八
年
、

二
〇
一
〇
年
～
一
一
年
に
活
動
し
た
杉
山
大
二
朗
さ
ん
の

『
仁
義
あ
る
戦
い
─
─
ア
フ
ガ
ン
用
水
路
建
設 

ま
か
な
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
日
記
』
が
忘
羊
社
か
ら
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
悪

戦
苦
闘
、
泣
き
笑
い
の
日
々
が
軽
妙
な
イ
ラ
ス
ト
・
漫
画
を

ま
じ
え
て
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
書
店
・
ネ
ッ
ト
で
購
入
で
き

ま
す
が
、
事
務
局
で
も
販
売
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
税
込
み
一
八
七

〇
円
（
送
料
別
）
で
す
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り　

＊
先
生
、
皆
で
参
り
ま
し
た
よ
～
！　

ガ
ン
ベ
リ
の
記
念
塔
に

描
か
れ
た
中
村
先
生
を
見
た
瞬
間
、
胸
に
こ
み
上
げ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
植
樹
作
業
で
共
に
働
い
た
昔
な
じ
み
の
ベ
ラ
が

駆
け
寄
っ
て
き
た
。
聾
啞
者
の
彼
は
身
振
り
手
振
り
で
、
先

生
が
農
場
に
来
た
時
は
い
つ
も
お
互
い
を
抱
き
あ
げ
る
よ
う

に
熱
い
抱
擁
で
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
、
農
場
の
見
回

り
時
の
先
生
が
、
以
前
は
何
も
な
か
っ
た
け
ど
、
様
々
な
作

物
が
育
っ
て
い
る
と
、
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
た
様
子
を
懸

命
に
伝
え
た
。
そ
し
て
涙
を
流
し
な
が
ら
、
記
念
塔
の
先
生

に
両
手
を
差
し
伸
べ
、
彼
の
悲
し
み
を
語
っ
た
。
ジ
ア
先
生

が
同
様
に
身
振
り
手
振
り
で
通
訳
を
し
て
く
れ
る
が
、
ベ
ラ

の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
充
分
に
伝
わ
っ
た
。
農
場
の
職
員

に
よ
る
と
、
記
念
塔
の
壁
や
床
を
毎
朝
拭
き
上
げ
る
の
が
彼

の
日
課
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

今
日
も
先
生
に
語
り
か
け
な
が
ら
綺
麗
に
し
て
い
る
姿
を

思
い
、「
あ
り
が
と
う
、
ベ
ラ
」
と
感
謝
す
る
。

○ぺ
村
か
ら
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
♪

＊
夫
の
転
勤
で
福
岡
に
暮
ら
し
、
な
ん
と
か
子
ど
も
た
ち
の

手
も
離
れ
た
頃
、
何
か
実
の
あ
る
お
手
伝
い
を
と
訪
ね
た
の

が
中
村
医
師
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
し
た
。
初
め
の
仕
事
は
、

寄
付
さ
れ
た
切
手
を
台
紙
に
貼
る
こ
と
。
こ
れ
が
会
報
発
送

の
費
用
に
な
る
と
い
う
目
に
見
え
る
貢
献
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
支
援
者
の
こ
と
ば
に
励
ま
さ

れ
て
の
お
礼
状
書
き
や
会
報
の
校
正
な
ど
。
時
に
は
先
生
の

帰
国
報
告
を
間
近
で
聴
く
…
そ
ん
な
一
年
半
を
過
ご
す
中
で

の
悲
報
。
お
別
れ
会
に
か
け
つ
け
た
五
千
人
の
方
々
の
う
ち
、

会
場
に
入
り
き
れ
な
い
人
々
は
詫
び
る
私
を
責
め
る
こ
と
な

く
、
ま
さ
に
「
日
本
の
良
心
」
を
見
る
思
い
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
嵐
の
よ
う
な
忙
し
さ
に
自
分
な
り
の
務
め
を
見

出
す
う
ち
、
帰
任
の
日
を
迎
え
ま
す
。
四
年
半
の
間
、
大
き
な

学
び
を
得
ま
し
た
。
現
地
、
そ
し
て
世
界
に
平
和
を
も
た
ら

す
ペ
会
の
活
動
か
ら
は
離
れ
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
身

体
が
戻
っ
て
来
ら
れ
る
か
は
イ
ン
シ
ャ
ッ
ラ
ー
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
T
）


